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第 16 号 

令和元年(2019 年) 

6 月 28 日 

金曜日 

目 次 

規則 
○ 不正競争防止法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係規則の整備に関する規則（文

書課） 

○ 身体障害者福祉法施行細則の一部を改正する規則（障害者福祉推進課） 

○ 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律施行細則の一部を改正する規則（疾病対策

課） 

○ 埼玉県中小企業高度化資金貸付規則の一部を改正する規則（金融課） 

○ 埼玉県県営住宅条例施行規則の一部を改正する規則（住宅課） 

○ 埼玉県道路交通法施行細則の一部を改正する規則（警察・文書課） 

管理規程 
○ 埼玉県病院事業管理者の保有する個人情報の保護等に関する規程の一部を改正する規

程（経営管理課） 

○ 埼玉県病院局組織規程の一部を改正する規程（経営管理課） 

○ 埼玉県病院局職員被服貸与規程の一部を改正する規程（経営管理課） 

○ 埼玉県病院局職員給与規程の一部を改正する規程（経営管理課） 

○ 埼玉県下水道事業管理者の保有する個人情報の保護等に関する規程の一部を改正する

規程（下水道管理課） 

○ 埼玉県流域下水道事業財務規程の一部を改正する規程（下水道管理課） 

告示 
○ 国土調査としての指定（土地水政策課） 

○ 公文書の開示の実施状況の公表（文書課） 

○ 総務事務システムの統合基盤へのシステム移行業務委託に関する契約の相手方等の公

示（総務事務センター） 

○ 文書管理・財務会計・旅費システムの統合基盤へのシステム移行業務委託に関する契約

の相手方等の公示（総務事務センター） 

○ 認定特定非営利活動法人の認定の有効期間の更新に係る公告（共助社会づくり課） 

○ 県民活動総合センターハード・ネットワークシステム改修業務委託に関する入札公告

（共助社会づくり課） 

○ 土壌汚染対策法の規定に基づく要措置区域の指定の解除（水環境課） 
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○ 土壌汚染対策法の規定に基づく形質変更時要届出区域の指定の解除（水環境課） 

○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人

等及び特定配偶者の自立の支援に関する法律による医療機関及び施術機関の指定（社会

福祉課） 

○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人

等及び特定配偶者の自立の支援に関する法律による指定医療機関及び指定施術機関の

変更の届出（社会福祉課） 

○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人

等及び特定配偶者の自立の支援に関する法律による指定医療機関の廃止の届出（社会福

祉課） 

○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人

等及び特定配偶者の自立の支援に関する法律による指定医療機関の辞退の届出（社会福

祉課） 

○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人

等及び特定配偶者の自立の支援に関する法律による介護機関の指定（社会福祉課） 

○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人

等及び特定配偶者の自立の支援に関する法律による指定介護機関の変更の届出（社会福

祉課） 

○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人

等及び特定配偶者の自立の支援に関する法律による指定介護機関の廃止の届出（社会福

祉課） 

○ 身体障害者福祉法第 15 条の医師の指定（障害者福祉推進課） 

○ 葛西・羽生領島中領土地改良区連合の役員就退任届（春日部農林振興センター） 

○ 測量法に基づく公共測量の実施（用地課） 

○ 測量法に基づく公共測量の実施（用地課） 

○ 測量法に基づく公共測量の実施（用地課） 

○ 埼玉県証紙指定売りさばき人の指定の取消し（出納総務課） 

○ ヘリコプターエンジン（プラット・アンド・ホイットニー・カナダ式ＰＷ206Ｃ型）オ

ーバーホール請負に関する入札公告（会計課） 

○ 非常時映像伝送システムの賃貸借に関する入札公告（会計課） 

○ レーダー式速度測定装置（定置式）等２品目の購入に関する入札公告（会計課） 

○ 軽油引取税に係る特約業者の指定取消し（熊谷県税事務所） 

○ 平成十八年埼玉県議会告示第一号の一部改正（議会・総務課） 

○ 埼玉県情報公開条例による公文書の写しの交付を求める者が負担すべき費用等を定め

る告示の一部を改正する告示（下水道管理課） 

○ 不在者投票を行うことができる施設の異動（選挙管理委員会） 

○ 不在者投票を行うことができる施設の解除（選挙管理委員会） 

○ 監査結果の公表（監査第二課） 
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○ 措置通知の公表（監査第二課） 

○ 財政的援助団体等の監査結果の報告（監査第一課） 

○ 平成 18 年埼玉県・埼玉県公営企業・埼玉県病院事業告示第１号（公文書の写しの交付

に要する費用等を定める告示）の一部を改正する告示（文書課） 

正誤 
○ 埼玉県教育委員会教育長訓令第１号中訂正（教委・総務課） 

 

 



規

則 

不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
備
に
関
す
る
規

則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
三
号 

 
 

 

不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
備
に
関
す

る
規
則 

 

（
火
薬
類
取
締
法
施
行
細
則
等
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 

次
に
掲
げ
る
規
則
の
規
定
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改
め
る
。 

 

一 

火
薬
類
取
締
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
六
年
埼
玉
県
規
則
第
七
号
）
様
式
第
一
号
の
備
考
、

様
式
第
二
号
の
備
考
、
様
式
第
三
号
の
備
考
２
、
様
式
第
四
号
の
備
考
２
、
様
式
第
五
号
の

備
考
２
、
様
式
第
六
号
の
備
考
２
、
様
式
第
七
号
の
備
考
２
、
様
式
第
八
号
の
備
考
１
、
様

式
第
九
号
の
備
考
１
、
様
式
第
十
号
の
備
考
１
、
様
式
第
十
一
号
の
備
考
１
、
様
式
第
十
二

号
の
備
考
１
、
様
式
第
十
三
号
の
備
考
１
、
様
式
第
十
四
号
の
備
考
１
、
様
式
第
十
五
号
の

備
考
１
、
様
式
第
十
六
号
の
備
考
１
、
様
式
第
十
七
号
の
備
考
１
及
び
様
式
第
十
八
号
の
備

考
１ 

 

二 

毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
年
埼
玉
県
規
則
第
七
十
四
号
）
別
記
第
一

号
様
式
の
注
、
別
記
第
三
号
様
式
の
注
、
別
記
第
四
号
様
式
の
注
１
及
び
別
記
第
七
号
様
式

の
注
１ 

 

三 

埼
玉
県
希
少
野
生
動
植
物
の
種
の
保
護
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県

規
則
第
百
四
十
六
号
）
様
式
第
一
号
（
表
）
の
備
考
、
様
式
第
二
号
（
表
）
の
備
考
、
様
式

第
三
号
（
表
）
の
備
考
、
様
式
第
四
号
（
表
）
の
備
考
及
び
様
式
第
五
号
（
表
）
の
備
考 

 

四 

フ
ロ
ン
類
の
使
用
の
合
理
化
及
び
管
理
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平
成
十
四

年
埼
玉
県
規
則
第
十
三
号
）
様
式
第
一
号
の
備
考
１
、
様
式
第
二
号
の
備
考
２
、
様
式
第
五

号
の
備
考
１
、
様
式
第
六
号
の
備
考
１
及
び
様
式
第
八
号
の
備
考
１ 

 

五 

埼
玉
県
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成

二
十
四
年
埼
玉
県
規
則
第
七
十
六
号
）
様
式
第
一
号
の
備
考
、
様
式
第
二
号
の
備
考
１
、
様

式
第
三
号
の
備
考
、
様
式
第
四
号
の
備
考
１
、
様
式
第
五
号
の
備
考
、
様
式
第
六
号
の
備
考

１
及
び
様
式
第
七
号
の
備
考 

 

六 

埼
玉
県
立
武
道
館
管
理
規
則
（
平
成
二
十
七
年
埼
玉
県
規
則
第
四
十
二
号
）
様
式
第
六
号

の
注
３
及
び
様
式
第
七
号
の
注
２ 

 

（
建
設
業
法
施
行
細
則
等
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

次
に
掲
げ
る
規
則
の
規
定
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改
め
る
。 

日
本
工
業
規
格

 
日
本
産
業
規
格

 

(注) 

(注) 

(注) 

(注) 



 

一 

建
設
業
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
三
年
埼
玉
県
規
則
第
二
十
九
号
）
第
二
十
六
条 

 

二 

埼
玉
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
埼
玉
県
規
則
第
三
十
一
号
）
別
表

第
一
第
一
号
添
付
図
面
等
の
欄
４ 

 

三 
埼
玉
県
震
災
予
防
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
埼
玉
県
規
則
第
四
十
八

号
）
第
四
条 

 

四 

知
事
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
七
年
埼
玉
県
規
則
第
七

十
三
号
）
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号 

 

五 

埼
玉
県
景
観
規
則
（
平
成
十
九
年
埼
玉
県
規
則
第
九
十
号
）
第
三
条
第
五
項
第
一
号
ハ 

 

六 

埼
玉
県
行
政
不
服
審
査
法
関
係
手
数
料
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
七
年
埼
玉
県
規
則
第

八
十
一
号
）
第
二
条 

 

（
埼
玉
県
屋
外
広
告
物
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
） 

第
三
条 

埼
玉
県
屋
外
広
告
物
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
埼
玉
県
規
則
第
五
十
三
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

別
表
第
一
第
一
号
の
表
建
造
物
か
ら
独
立
し
た
広
告
の
都
市
計
画
法
第
八
条
第
一
項
第
一
号

に
規
定
す
る
用
途
地
域
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
土
地
の
区
域
の
項
四
中
「
工
業
標
準
化
法
」
を

「
産
業
標
準
化
法
」
に
、
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改
め
る
。 

 
 

様
式
第
一
号
の
注
４
中
「
工
業
標
準
化
法
」
を
「
産
業
標
準
化
法
」
に
、
「
日
本
工
業
規
格
」

を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改
め
る
。 

 

（
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
の
施
行
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
） 

第
四
条 

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
の
施
行
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
年
埼
玉
県
規
則

第
九
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
二
十
三
条
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改
め
る
。 

 
 

様
式
第
一
号
の
備
考
１
、
様
式
第
二
号
の
備
考
１
、
様
式
第
三
号
の
備
考
１
、
様
式
第
四
号

の
備
考
１
、
様
式
第
五
号
の
備
考
１
、
様
式
第
六
号
の
備
考
１
、
様
式
第
七
号
の
備
考
１
、
様

式
第
八
号
の
備
考
１
、
様
式
第
九
号
の
備
考
１
、
様
式
第
十
号
の
備
考
１
、
様
式
第
十
一
号
の

備
考
１
、
様
式
第
十
二
号
の
備
考
１
、
様
式
第
十
三
号
の
備
考
１
、
様
式
第
十
四
号
の
備
考
１
、

様
式
第
十
六
号
の
備
考
１
、
様
式
第
十
七
号
の
備
考
１
、
様
式
第
十
八
号
の
備
考
１
、
様
式
第

十
九
号
の
備
考
１
、
様
式
第
二
十
号
の
備
考
１
、
様
式
第
二
十
一
号
の
備
考
１
及
び
様
式
第
二

十
二
号
の
備
考
１
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改
め
る
。 

 

（
埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
） 

第
五
条 

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
規
則
第
百
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
二
十
二
条
第
一
号
及
び
別
表
第
二
の
備
考
二
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」

に
改
め
る
。 

日
本
産
業
規
格

 

日
本
工
業
規
格

 
日
本
産
業
規
格

 

産
業
標
準
化
法

 
工
業
標
準
化
法

 
日
本
工
業
規
格

 



     
 

様
式
第
二
号
（
第
六
面
）
の
備
考
７
、
様
式
第
三
号
（
第
六
面
）
の
備
考
７
、
様
式
第
四
号

（
第
三
面
）
の
備
考
７
及
び
様
式
第
四
号
の
二
（
第
三
面
）
の
備
考
７
中
「
日
本
工
業
規
格
」

を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改
め
る
。 

 
 

様
式
第
五
号
中
「
あ
て
先
」
を
「
宛
先
」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
中
「
日
本
工
業
規
格
」

を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改
め
る
。 

 
 

様
式
第
六
号
中
「
あ
て
先
」
を
「
宛
先
」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
２
中
「
日
本
工
業
規
格
」

を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改
め
る
。 

 
 

様
式
第
六
号
の
二
中
「
埼
玉
県 

 

環
境
管
理
事
務
所
長
」
を
「
埼
玉
県 

 
 

環
境
管
理

事
務
所
長
」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
３
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改

め
る
。 

 
 

様
式
第
六
号
の
三
中
「
埼
玉
県 

 

環
境
管
理
事
務
所
長
」
を
「
埼
玉
県 

 
 

環
境
管
理

事
務
所
長
」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
４
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改

め
る
。 

 
 

様
式
第
六
号
の
四
中
「
埼
玉
県 

 

環
境
管
理
事
務
所
長
」
を
「
埼
玉
県 

 
 

環
境
管
理

事
務
所
長
」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
３
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改

め
る
。 

  
 

様
式
第
七
号
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

  
 

 
 

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
４
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改
め
る
。 

  
 

様
式
第
八
号
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

  
 

 
 

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
４
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改
め
る
。 

  
 

様
式
第
九
号
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

  
 

 
 

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
３
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改
め
る
。 

  
 

様
式
第
十
号
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

日
本
工
業
規
格

 

日
本
産
業
規
格

 

日
本
工
業
規
格

 
あ
て
先

 
宛
先

 

宛
先

 

日
本
工
業
規
格

 

日
本
産
業
規
格

 あ
て
先

 

（
あ
て
先
）

 

埼
玉
県

 
 
環
境
管
理
事
務
所
長

 

日
本
産
業
規
格

 

様
式
第
一
号
中 

「 

」 

を 
（
宛
先
）

 

埼
玉
県

 
 

 
環
境
管
理
事
務

 

「 

 所
長

 
」 

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
４
中
「 日

本
工
業
規
格

 

」
を
「 日

本
産
業
規
格

 

」
に
改
め
る
。 

「 

 所
長

 

」 

（
あ
て
先
）

 

埼
玉
県

 
 
環
境
管
理
事
務
所
長

 

」 

（
宛
先
）

 

埼
玉
県

 
 

 
環
境
管
理
事
務

 

日
本
工
業
規
格

 
日
本
産
業
規
格

 
 

（
あ
て
先
）

 

埼
玉
県

 
 
環
境
管
理
事
務
所
長

 

（
宛
先
）

 

埼
玉
県

 
 

 
環
境
管
理
事
務

 

 所
長

 

 所
長

 

（
あ
て
先
）

 

埼
玉
県

 
 
環
境
管
理
事
務
所
長

 

（
宛
先
）

 

埼
玉
県

 
 

 
環
境
管
理
事
務

 

（
あ
て
先
）

 

埼
玉
県

 
 
環
境
管
理
事
務
所
長

 

（
宛
先
）

 

埼
玉
県

 
 

 
環
境
管
理
事
務

 

「 

埼
玉
県

 
 
環
境
管
理
事
務
所
長

 
埼
玉
県

 
 

 
環
境
管
理

 

事
務
所
長

 
日
本
工
業
規
格

 

日
本
工
業
規
格

 

日
本
工
業
規
格

 

日
本
産
業
規
格

 

日
本
産
業
規
格

 

日
本
産
業
規
格

 

埼
玉
県

 
 

 
環
境
管
理

 

埼
玉
県

 
 

 
環
境
管
理

 

埼
玉
県

 
 
環
境
管
理
事
務
所
長

 

埼
玉
県

 
 
環
境
管
理
事
務
所
長

 

事
務
所
長

 

事
務
所
長

 

「 「 「 

」 」 

」 」 」 

日
本
工
業
規
格

 

日
本
工
業
規
格

 

「 「 「 

日
本
産
業
規
格

 
 

日
本
産
業
規
格

 
 



  
 

 
 

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
５
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改
め
る
。 

  
 

様
式
第
十
一
号
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

  
 

 
 

 

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
５
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改
め 

  

る
。 

 
 

様
式
第
十
二
号
中
「
あ
て
先
」
を
「
宛
先
」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
２
中
「
日
本
工
業
規

格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改
め
る
。 

 
 

様
式
第
十
三
号
中
「
あ
て
先
」
を
「
宛
先
」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
４
中
「
日
本
工
業
規

格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改
め
る
。 

 
 

様
式
第
十
四
号
中
「
あ
て
先
」
を
「
宛
先
」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
３
中
「
日
本
工
業
規

格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改
め
る
。 

 
 

様
式
第
十
五
号
中
「
あ
て
先
」
を
「
宛
先
」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
２
中
「
日
本
工
業
規

格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改
め
る
。 

 
 

様
式
第
十
六
号
中
「
あ
て
先
」
を
「
宛
先
」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
４
中
「
日
本
工
業
規

格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改
め
る
。 

 
 

様
式
第
十
七
号
中
「
あ
て
先
」
を
「
宛
先
」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
３
中
「
日
本
工
業
規

格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改
め
る
。 

  
 

様
式
第
十
八
号
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

  
 

 
 

 

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
４
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改
め 

  

る
。 

  
 

様
式
第
十
九
号
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

  
 

 
 

 

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
６
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改
め 

  

る
。 

  
 

様
式
第
二
十
号
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

  
 

 
 

 

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
６
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改
め 

  

る
。 

 所
長

 

あ
て
先

 

あ
て
先

 

あ
て
先

 

あ
て
先

 

あ
て
先

 

宛
先

 

宛
先

 

宛
先

 

宛
先

 

宛
先

 

日
本
工
業
規

 

日
本
工
業
規

 

日
本
工
業
規

 

日
本
工
業
規

 

日
本
工
業
規

 

格
 

格
 

格
 

格
 

格
 

日
本
産
業
規
格

 

日
本
産
業
規
格

 

日
本
産
業
規
格

 

日
本
産
業
規
格

 

日
本
産
業
規
格

 

 務
所
長

 

「 

 務
所
長

 」 

「 （
あ
て
先
）

 

埼
玉
県

 
 
環
境
管
理
事
務
所
長

 

（
宛
先
）

 

埼
玉
県

 
 

 
環
境
管
理
事

 
」 

日
本
工
業
規
格

 
日
本
産
業
規
格

 

」 

日
本
工
業
規
格

 
日
本
産
業
規
格

 

あ
て
先

 
宛
先

 
日
本
工
業
規

 

格
 

日
本
産
業
規
格

 

（
あ
て
先
）

 

埼
玉
県

 
 
環
境
管
理
事
務
所
長

 

「 

」 

「 （
宛
先
）

 

埼
玉
県

 
 

 
環
境
管
理
事

 

」 
日
本
産
業
規
格

 

日
本
産
業
規
格

 

日
本
産
業
規
格

 

日
本
工
業
規
格

 

日
本
工
業
規
格

 

日
本
工
業
規
格

 

（
あ
て
先
）

 

埼
玉
県

 
 
環
境
管
理
事
務
所
長

 

（
あ
て
先
）

 

埼
玉
県

 
 
環
境
管
理
事
務
所
長

 

「 「 

 務
所
長

 

 務
所
長

 

」 」 

」 」 

「 「 （
宛
先
）

 

埼
玉
県

 
 

 
環
境
管
理
事

 

（
宛
先
）

 

埼
玉
県

 
 

 
環
境
管
理
事

 



  
 

様
式
第
二
十
五
号
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

  
 

 
 

 
 

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
６
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改 

  

め
る
。 

 
 

様
式
第
二
十
六
号
中
「
あ
て
先
」
を
「
宛
先
」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
３
中
「
日
本
工
業

規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改
め
る
。 

  
 

様
式
第
二
十
七
号
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

  
 

 
 

 
 

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
３
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改 

  

め
る
。 

  
 

様
式
第
二
十
八
号
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

  
 

 
 

 
 

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
２
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改 

  

め
る
。 

  
 

様
式
第
二
十
九
号
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

  
 

 
 

 
 

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
２
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改 

  

め
る
。 

  
 

様
式
第
三
十
号
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

  
 

 
 

 

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
２
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改
め 

  

る
。 

  
 

様
式
第
三
十
一
号
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

  
 

 
 

 
 

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
２
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改 

  

め
る
。 

  
 

様
式
第
三
十
二
号
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

あ
て
先

 
宛
先

 

日
本
産
業
規
格

 

日
本
工
業

 

規
格

 

（
あ
て
先
）

 

埼
玉
県

 
 
環
境
管
理
事
務
所
長

 

（
宛
先
）

 

埼
玉
県

 
 

 
環
境
管
理

 

 事
務
所
長

 

（
あ
て
先
）

 

埼
玉
県

 
 
環
境
管
理
事
務
所
長

 

（
宛
先
）

 

埼
玉
県

 
 

 
環
境
管
理
事

 

（
あ
て
先
）

 

埼
玉
県

 
 
環
境
管
理
事
務
所
長

 

（
宛
先
）

 

埼
玉
県

 
 

 
環
境
管
理

 

 事
務
所
長

 

「 

「 

」 

」 

日
本
工
業
規
格

 
日
本
産
業
規
格

 

「 

「 

 務
所
長

 

（
あ
て
先
）

 

埼
玉
県

 
 
環
境
管
理
事
務
所
長

 

（
宛
先
）

 

埼
玉
県

 
 

 
環
境
管
理

 

 事
務
所
長

 

「 

「 

」 

」 

日
本
工
業
規
格

 
日
本
産
業
規
格

 

（
あ
て
先
）

 

埼
玉
県

 
 
環
境
管
理
事
務
所
長

 

」 

（
宛
先
）

 

埼
玉
県

 
 

 
環
境
管
理

 

」 

日
本
産
業
規
格

 

（
あ
て
先
）

 

埼
玉
県

 
 
環
境
管
理
事
務
所
長

 

（
宛
先
）

 

埼
玉
県

 
 

 
環
境
管
理

 

 事
務
所
長

 

（
あ
て
先
）

 

埼
玉
県

 
 
環
境
管
理
事
務
所
長

 

（
宛
先
）

 

埼
玉
県

 
 

 
環
境
管
理

 

 事
務
所
長

 

「 

「 

」 

」 

日
本
工
業
規
格

 

日
本
工
業
規
格

 

日
本
工
業
規
格

 

「 

「 

」 

」 

「 

「 

」 

日
本
産
業
規
格

 

日
本
産
業
規
格

 

「 

」 

「 

日
本
産
業
規
格

 
日
本
工
業
規
格

 

」 



  
 

 
 

 
 

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
３
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改 

  
め
る
。 

  
 

様
式
第
三
十
三
号
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

  
 

 
 

 
 

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
４
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改 

  

め
る
。 

 
 

様
式
第
三
十
四
号
の
備
考
４
、
様
式
第
三
十
五
号
の
備
考
及
び
様
式
第
三
十
六
号
の
備
考
中

「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改
め
る
。 

  
 

様
式
第
三
十
七
号
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

  
 

 
 

 
 

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
６
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改 

  

め
る
。 

  
 

様
式
第
三
十
八
号
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

  
 

 
 

 
 

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
５
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改 

  

め
る
。 

  
 

様
式
第
三
十
九
号
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

  
 

 
 

 
 

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
４
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改 

  

め
る
。 

  
 

様
式
第
四
十
号
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

  
 

 
 

 

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
４
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改
め 

  

る
。 

  
 

様
式
第
四
十
一
号
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

  
 

 
 

 
 

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
４
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改 

 

日
本
産
業
規
格

 
日
本
工
業
規
格

 

（
宛
先
）

 

埼
玉
県

 
 

 
環
境
管
理

 

」 

日
本
工
業
規
格

 
日
本
産
業
規
格

 

 事
務
所
長

 

」 

日
本
工
業
規
格

 
日
本
産
業
規
格

 

（
あ
て
先
）

 

埼
玉
県

 
 
環
境
管
理
事
務
所
長

 

（
宛
先
）

 

埼
玉
県

 
 

 
環
境
管
理

 

 事
務
所
長

 
「 

「 

」 
」 

日
本
工
業
規
格

 
日
本
産
業
規
格

 

（
あ
て
先
）

 

埼
玉
県

 
 
環
境
管
理
事
務
所
長

 

 事
務
所
長

 

「 （
あ
て
先
）

 

埼
玉
県

 
 
環
境
管
理
事
務
所
長

 

「 

」 

（
あ
て
先
）

 

埼
玉
県

 
 
環
境
管
理
事
務
所
長

 

（
宛
先
）

 

埼
玉
県

 
 

 
環
境
管
理

 

（
宛
先
）

 

埼
玉
県

 
 

 
環
境
管
理

 

 事
務
所
長

 

 事
務
所
長

 

「 
「 

「 

」 

「 

」 

日
本
工
業
規
格

 
日
本
産
業
規
格

 

」 

「 （
あ
て
先
）

 

埼
玉
県

 
 
環
境
管
理
事
務
所
長

 

「 （
宛
先
）

 

埼
玉
県

 
 

 
環
境
管
理

 

 事
務
所
長

 

」 

」 

日
本
工
業
規
格

 
日
本
産
業
規
格

 

 務
所
長

 

日
本
工
業
規
格

 

」 

」 

日
本
産
業
規
格

 

（
あ
て
先
）

 

埼
玉
県

 
 
環
境
管
理
事
務
所
長

 

（
宛
先
）

 

埼
玉
県

 
 

 
環
境
管
理
事

 

「 

「 

」 

日
本
産
業
規
格

 
日
本
工
業
規
格

 



 

め
る
。 

 
 

様
式
第
四
十
三
号
中
「
あ
て
先
」
を
「
宛
先
」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
中
「
日
本
工
業
規

格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改
め
る
。 

  
 

様
式
第
四
十
四
号
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

  
 

 
 

 
 

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
２
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改 

  

め
る
。 

  
 

様
式
第
四
十
五
号
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

  
 

 
 

 
 

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
３
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改 

  

め
る
。 

  
 

様
式
第
四
十
六
号
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

  
 

 
 

 
 

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
３
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改 

  

め
る
。 

  
 

様
式
第
四
十
七
号
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

  
 

 
 

 
 

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
３
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改 

  

め
る
。 

  
 

様
式
第
四
十
八
号
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

  
 

 
 

 
 

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
２
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改 

  

め
る
。 

  
 

様
式
第
四
十
九
号
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

  
 

 
 

 
 

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
４
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改 

  

め
る
。 

 
 

様
式
第
五
十
五
号
中
「
埼
玉
県 

 

環
境
管
理
事
務
所
長
㊞
」
を
「
埼
玉
県 

 
 

環
境
管

格
 

日
本
産
業
規
格

 あ
て
先

 
宛
先

 
日
本
工
業
規

 

□ 印
 

（
あ
て
先
）

 

埼
玉
県

 
 
環
境
管
理
事
務
所
長

 

（
宛
先
）

 

埼
玉
県

 
 

 
環
境
管
理

 

埼
玉
県

 
 

 
環
境
管

 

 事
務
所
長

 

」 

埼
玉
県

 
 
環
境
管
理
事
務
所
長

 

」 

日
本
工
業
規
格

 
日
本
産
業
規
格

 

「 

「 （
あ
て
先
）

 

埼
玉
県

 
 
環
境
管
理
事
務
所
長

 

（
あ
て
先
）

 

埼
玉
県

 
 
環
境
管
理
事
務
所
長

 

（
宛
先
）

 

埼
玉
県

 
 

 
環
境
管
理

 

 事
務
所
長

 

（
宛
先
）

 

埼
玉
県

 
 

 
環
境
管
理

 
」 

」 

 事
務
所
長

 

日
本
工
業
規
格

 」 

日
本
産
業
規
格

 

」 

日
本
工
業
規
格

 
日
本
産
業
規
格

 
「 

「 （
あ
て
先
）

 

埼
玉
県

 
 
環
境
管
理
事
務
所
長

 

（
宛
先
）

 

埼
玉
県

 
 

 
環
境
管
理

 

 事
務
所
長

 

」 

」 

日
本
工
業
規
格

 
日
本
産
業
規
格

 

「 

「 （
あ
て
先
）

 

埼
玉
県

 
 
環
境
管
理
事
務
所
長

 

（
宛
先
）

 

埼
玉
県

 
 

 
環
境
管
理

 

 事
務
所
長

 

」 

」 

日
本
工
業
規
格

 
日
本
産
業
規
格

 

「 

「 

「 

（
あ
て
先
）

 

埼
玉
県

 
 
環
境
管
理
事
務
所
長

 

（
宛
先
）

 

埼
玉
県

 
 

 
環
境
管
理

 

 事
務
所
長

 
「 

「 

」 
」 

日
本
工
業
規
格

 
日
本
産
業
規
格

 

「 



理
事
務
所
長
㊞
」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
２
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」

に
改
め
る
。 

 
（
使
用
済
自
動
車
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
改
正
） 

第
六
条 
使
用
済
自
動
車
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平
成
十
六
年
埼
玉
県
規
則

第
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

様
式
第
一
号
中
「
あ
て
先
」
を
「
宛
先
」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
１
中
「
日
本
工
業
規
格
」

を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改
め
る
。 

 
 

様
式
第
二
号
中
「
あ
て
先
」
を
「
宛
先
」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
１
中
「
日
本
工
業
規
格
」

を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改
め
る
。 

 
 

様
式
第
三
号
中
「
あ
て
先
」
を
「
宛
先
」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
２
中
「
日
本
工
業
規
格
」

を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改
め
る
。 

 
 

様
式
第
四
号
中
「
あ
て
先
」
を
「
宛
先
」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
２
中
「
日
本
工
業
規
格
」

を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改
め
る
。 

 
 

様
式
第
五
号
中
「
あ
て
先
」
を
「
宛
先
」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
２
中
「
日
本
工
業
規
格
」

を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改
め
る
。 

 
 

様
式
第
六
号
中
「
あ
て
先
」
を
「
宛
先
」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
２
中
「
日
本
工
業
規
格
」

を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改
め
る
。 

 
 

様
式
第
七
号
中
「
あ
て
先
」
を
「
宛
先
」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
１
中
「
日
本
工
業
規
格
」

を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改
め
る
。 

 
 

様
式
第
八
号
中
「
あ
て
先
」
を
「
宛
先
」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
１
中
「
日
本
工
業
規
格
」

を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
令
和
元
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、

所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

あ
て
先

 
宛
先

 
日
本
工
業
規
格

 

あ
て
先

 
宛
先

 

日
本
産
業
規
格

 

日
本
産
業
規
格

 

日
本
工
業
規
格

 

日
本
産
業
規
格

 

日
本
産
業
規
格

 

日
本
産
業
規
格

 

日
本
産
業
規
格

 

日
本
産
業
規
格

 

日
本
産
業
規
格

 あ
て
先

 

あ
て
先

 

あ
て
先

 

あ
て
先

 

あ
て
先

 

あ
て
先

 

宛
先

 

宛
先

 

宛
先

 

宛
先

 

宛
先

 

宛
先

 

日
本
工
業
規
格

 

日
本
工
業
規
格

 

日
本
工
業
規
格

 

日
本
工
業
規
格

 

日
本
工
業
規
格

 

日
本
工
業
規
格

 

日
本
産
業
規
格

 
日
本
工
業
規
格

 
□ 印

 
理
事
務
所
長

 



規

則 

身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
四
号 

 
 

 

身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
細
則
（
平
成
五
年
埼
玉
県
規
則
第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。 

 

第
三
条
の
見
出
し
を
「
（
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
の
通
知
等
）
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一

項
を
加
え
る
。 

３ 

法
第
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
す
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
様
式
は
、
様
式
第
四
号 

 

の
と
お
り
と
す
る
。 

 

第
四
条
第
一
項
第
一
号
中
「
様
式
第
四
号
」
を
「
様
式
第
五
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
様

式
第
五
号
」
を
「
様
式
第
六
号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
様
式
第
六
号
」
を
「
様
式
第
七
号
」

に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
様
式
第
七
号
」
を
「
様
式
第
八
号
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
様

式
第
八
号
」
を
「
様
式
第
九
号
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
様
式
第
九
号
」
を
「
様
式
第
十
号
」

に
改
め
、
同
項
第
七
号
中
「
様
式
第
十
号
」
を
「
様
式
第
十
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
二

号
中
「
様
式
第
十
一
号
」
を
「
様
式
第
十
二
号
」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
十
一
号
を
様
式
第
十
二
号
と
し
、
様
式
第
四
号
か
ら
様
式
第
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰

り
下
げ
、
様
式
第
三
号
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。 

              



           

                       様
式
第
４
号
（
第
３
条
関
係
）

 

（
第
１
面
）
 

（
第
２
面
）
 

（
第
３
面
）
 
障

 
害

 
名

 

          要
再
認
定

 

 
         

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

        

 
 

 
 

 

 

 

身
 
体

 
障

 
害

 
者

 
手

 
帳

 

 

埼
玉
県

 
第

 
 

 
 

 
 

 
号

 

 
 

 
 
年

 
 
月

 
 
日
交
付

 

 
 

 
 
年

 
 
月

 
 
日
再
交
付

 

 
 

 
 
年

 
 
月

 
 
日
生

 

氏
名

 埼
 

 
玉

 
 
県

 
 

印
 

写
 

 
真

 

 

無
帽
・
上
半
身

 

縦
４
㎝
×
横
３
㎝
 

 

住
所
 

保
護
者
氏
名
 

本
人

住
所
 

 

に
よ

る
級

別
 

旅
客
運
賃
減
額
  

続
柄

 



                                  

（
第
４
面
）
 

（
第
５
面
）
 

（
第
６
面
）
  

 

  
 

  

保
 
護

 
者

 
の

 
欄

 

 
 

    
 

 
 

本
 
人

 
の

 
欄

 

  

 

  

 

 

 

備
 
考

 

 

注
 

 
意

 
 
事

 
 
項

 
 

 

１
 
こ
の
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
更
生
し
よ
う
と
な
さ
る
方
に
は
、
国
、
都
道
府
県
、

市
町
村
な
ど
が
で
き
る
だ
け
の
お
世
話
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 

２
 
医
療
や
生
活
や
職
業
な
ど
の
こ
と
で
相
談
さ
れ
た
い
と
き
や
、
つ
え
、
義
肢
な

ど
が
必
要
な
と
き
は
、
い
つ
で
も
近
く
の
福
祉
事
務
所
、
町
村
役
場
、
保
健
所
、

児
童
相
談
所
や
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。
 

３
 
身
体
障
害
者
福
祉
司
、
児
童
福
祉
司
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
訪
問
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
と
き
に
は
、
御
希
望
を
述
べ
て
御
相
談
く

だ
さ
い
。

 

４
 
こ
の
手
帳
は
、
な
く
さ
な
い
よ
う
に
大
切
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

 

５
 
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
変
更
の
届
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

６
 
こ
の
手
帳
を
万
一
な
く
し
た
り
、
使
用
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
た
と
き
は
、
再

交
付
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

 

７
 
こ
の
手
帳
は
、
他
人
に
譲
っ
た
り
、
貸
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

 

変
更
事
項

 

変
更
事
項

 

年
 

 
月

 
 
日

 

年
 

 
月

 
 
日

 

年
 

 
月

 
 
日

 

年
 

 
月

 
 
日

 

年
 

 
月

 
 
日

 取
扱
機
関

 

取
扱
機
関

 



                                  

（
第
７
面
）
 

（
第
８
面
）
  
備

 
考

 

 

 
備

 
考

 

 



 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則
及
び
精
神
保 

 

健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
三
十
一 

 

年
厚
生
労
働
省
令
第
四
十
八
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行 

 

規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
十
五
号
。
次
項
に
お
い
て
「
改
正
前
の
省
令
」
と
い
う
。
） 

 

に
定
め
る
様
式
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
身
体
障
害
者
福
祉 

 

法
施
行
細
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。 

３ 

改
正
前
の
省
令
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 



規

則 

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。 

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
五
号 

 
 

 

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
二
年
埼
玉
県
規
則
第

六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
十
一
条
第
二
項
中
「
措
置
入
院
者
並
び
に
そ
の
配
偶
者
及
び
絶
対
的
扶
養
義
務
者
の
前
年
分

の
所
得
税
額
（
前
年
分
の
所
得
税
額
が
確
定
し
て
い
な
い
と
き
は
、
前
前
年
分
の
所
得
税
額
）
」

を
「
法
第
二
十
九
条
第
一
項
又
は
法
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
入
院
の
あ
つ
た
月

の
属
す
る
年
度
（
当
該
入
院
の
あ
つ
た
月
が
四
月
か
ら
六
月
ま
で
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
前
年
度
）

分
の
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
規
定
に
よ
る
措
置
入
院
者
並
び
に

そ
の
配
偶
者
及
び
絶
対
的
扶
養
義
務
者
の
市
町
村
民
税
（
同
法
の
規
定
に
よ
る
特
別
区
民
税
を
含

む
。
）
の
同
法
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
所
得
割
（
同
法
第
三
百
二
十
八
条
の

規
定
に
よ
つ
て
課
す
る
所
得
割
を
除
く
。
次
項
及
び
別
表
に
お
い
て
「
所
得
割
」
と
い
う
。
）
の

額
」
に
改
め
、
同
条
中
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

３ 

所
得
割
の
額
は
、
地
方
税
法
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

算
定
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
四
号
）
第
一
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
前
の
地
方
税
法
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
扶
養
親
族
（
年

齢
十
六
歳
未
満
の
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
扶
養
親
族
」
と
い
う
。
）
及
び
同

法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
特
定
扶
養
親
族
（
年
齢
十
九
歳
未
満

の
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
特
定
扶
養
親
族
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
と
き
は
、

同
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
額
（
扶
養
親
族
に
係
る
も
の
及
び
特
定
扶
養
親
族
に
係
る
も
の

（
扶
養
親
族
に
係
る
額
に
相
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）
に
同
法
第
三
百
十
四
条

の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
所
得
割
の
税
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
し
て
算
定
す
る
。 

 

二 

措
置
入
院
者
又
は
そ
の
配
偶
者
若
し
く
は
措
置
入
院
者
と
生
計
を
一
に
す
る
絶
対
的
扶
養

義
務
者
が
指
定
都
市
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二

条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
区
域
内
に
住

所
を
有
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
者
を
指
定
都
市
以
外
の
市
町
村
の
区
域
内
に
住

所
を
有
す
る
者
と
み
な
し
て
、
所
得
割
の
額
を
算
定
す
る
。 



 

三 

措
置
入
院
者
又
は
そ
の
配
偶
者
若
し
く
は
措
置
入
院
者
と
生
計
を
一
に
す
る
絶
対
的
扶
養

義
務
者
が
地
方
税
法
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
十
一
号
イ
中
「
夫
と
死
別
し
、
若
し
く
は

夫
と
離
婚
し
た
後
婚
姻
を
し
て
い
な
い
者
又
は
夫
の
生
死
の
明
ら
か
で
な
い
者
で
政
令
で
定

め
る
も
の
」
と
あ
る
の
を
「
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
母
と
な
つ
た
女
子
で
あ
つ
て
、
現
に
婚
姻

を
し
て
い
な
い
も
の
」
と
読
み
替
え
た
場
合
に
お
い
て
同
号
イ
に
該
当
す
る
者
又
は
同
項
第

十
二
号
中
「
妻
と
死
別
し
、
若
し
く
は
妻
と
離
婚
し
た
後
婚
姻
を
し
て
い
な
い
者
又
は
妻
の

生
死
の
明
ら
か
で
な
い
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の
」
と
あ
る
の
を
「
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
父

と
な
つ
た
男
子
で
あ
つ
て
、
現
に
婚
姻
を
し
て
い
な
い
も
の
」
と
読
み
替
え
た
場
合
に
お
い

て
同
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ

れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
と
お
り
算
定
す
る
。 

 
 

イ 

地
方
税
法
第
二
百
九
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
民
税
が
課
さ
れ
な

い
こ
と
と
な
る
者 

所
得
割
の
額
は
、
零
と
す
る
こ
と
。 

 
 

ロ 

イ
に
該
当
し
な
い
者 

地
方
税
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
第
八
号
に
定
め
る
金
額 

 
 

 

（
同
条
第
三
項
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
同
項
に
規
定
す
る
額
）
に
同
法
第
三
百 

 
 

 

十
四
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
す
る
こ
と
。 

 

第
二
十
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

４ 

法
第
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
す
る
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
様
式
は
、 

 

様
式
第
三
十
三
号
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

第
二
十
三
条
中
「
様
式
第
三
十
三
号
」
を
「
様
式
第
三
十
四
号
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
十
四
条
中
「
様
式
第
三
十
四
号
」
を
「
様
式
第
三
十
五
号
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
十
五
条
中
「
様
式
第
三
十
五
号
」
を
「
様
式
第
三
十
六
号
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
中
「
所
得
税
額
」
を
「
所
得
割
の
額
」
に
、
「
一
四
七
万
円
」
を
「
五
十
六
万
四
千
円
」

に
改
め
る
。 

様
式
第
七
号
中
「 

 

」
を
「 

 
 

 
 

」
に
改
め
る
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

様
式
第
十
四
号
中 

    

様
式
第
三
十
五
号
を
様
式
第
三
十
六
号
と
し
、
様
式
第
三
十
四
号
を
様
式
第
三
十
五
号
と
し
、

平
成

 

」
 

平
成
・
令
和

 

「
 

を 
 

 
 

 

「
 

に
改
め
る
。 

 
 

 
 

」
 

備
 
考

 

       

 

 
備

 
考

 

 
 

 
備

 
考

 

 
 

」
 

       

       

 

 
 
所
得

 

 
税
額

 
 
備

 
考

 

 
 



様
式
第
三
十
三
号
を
様
式
第
三
十
四
号
と
し
、
様
式
第
三
十
二
号
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。 

 
 



          

                        

 
 
 

 

 

 

 
備

 
 
考

 

 

様
式
第
３
３
号
（
第
２
２
条
関
係
）

 

（
第
１
面
）
 

（
第
２
面
）
 

（
第
３
面
）
 

障
害
等
級

 

 

写
 
真

 

  
 

無
帽
・
上
半
身

 

 

縦
４
㎝
×
横
３
㎝

 

 

 精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者

 

障
 
害

 
者

 
手

 
帳

 

手
帳
番
号
 

 
 

 
第

 
 

 
 

 
号

 

交
付

日
 

 
 

 
年

 
 
 
月

 
 
 
日

 

有
効
期
限
 

 
 

 
年

 
 

 
月

 
 
 
日

 

氏
名
 

  
 
年

 
 
 
月

 
 

 
日
生

 

埼
 
玉

 
県

 
 
印
 

福
祉
に
関
す
る
法
律
第
４
５

 

条
の
保
健
福
祉
手
帳

 

  

  

 

住
所
 



               

  

      

 

           

（
第
４
面
）
 

注
 
意

 
事

 
項

 

１
 
医
療
や
生
活
な
ど
の
こ
と
で
相
談
し
た
い
と
き
は
、
市
町

村
役
場
、
保
健
所
、
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
事
務

所
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

２
 
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
３
０
日
以
内
に
変
更

届
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

３
 
こ
の
手
帳
を
万
一
な
く
し
た
り
し
た
と
き
は
、
再
交
付
を

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

 

４
 
こ
の
手
帳
は
、
他
人
に
譲
っ
た
り
、
貸
し
た
り
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

 

５
 
更
新
の
申
請
は
、
有
効
期
限
の
３
か
月
前
か
ら
市
町
村
役

場
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

 
 
な
お
、
新
し
い
手
帳
が
交
付
さ
れ
る
ま
で
期
間
を
要
し
ま

す
の
で
、
更
新
手
続
は
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

 

 



 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 
こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

２ 

令
和
元
年
五
月
三
十
一
日
（
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
引

き
続
き
入
院
し
て
い
る
者
（
基
準
日
に
入
院
中
の
者
で
あ
っ
て
、
基
準
日
の
翌
日
か
ら
こ
の
規

則
の
施
行
の
日
前
ま
で
の
間
に
退
院
し
た
者
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
単
に
「
入
院
中
の
者
」

と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
改
正
後
の
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
費
用
を
徴
収
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
改
正
前
の
第
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
当
該
費
用
の
徴
収
額
を
算
定
す

る
も
の
と
す
る
。 

３ 

前
項
の
規
定
は
、
入
院
中
の
者
で
あ
っ
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
適
用

し
な
い
。 

 

一 

基
準
日
以
前
に
お
い
て
、
改
正
前
の
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
基
準
日
の
属
す
る
入
院
に

係
る
費
用
を
徴
収
さ
れ
た
者 

 

二 

改
正
後
の
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
費
用
を
徴
収
さ
れ
た
者 

４ 

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則
及
び
精
神
保

健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
三
十
一

年
厚
生
労
働
省
令
第
四
十
八
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害

者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
三
十
一
号
。
次
項
に
お
い
て

「
改
正
前
の
省
令
」
と
い
う
。
）
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
は
、
こ

の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
に
定
め

る
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。 

５ 

改
正
前
の
省
令
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

６ 

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
に 

 

定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 



規

則 

埼
玉
県
中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
規
則
第
六
号 

 
 

 

埼
玉
県
中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
付
規
則
（
平
成
八
年
埼
玉
県
規
則
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
第
四
項
中
「
〇
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
〇
・
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
規
則
の
施
行
前
に
貸
付
け
の
決
定
が
さ
れ
た
貸
付
金
の
貸
付
利
率
に
つ
い
て
は
、
な
お 

 

従
前
の
例
に
よ
る
。 



規

則 

埼
玉
県
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
七
号 

 
 

 

埼
玉
県
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
埼
玉
県
規
則
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
中
三
三
一
の
項
を
三
三
四
の
項
と
し
、
二
九
五
の
項
か
ら
三
三
〇
の
項
ま
で
を
三
項
ず
つ

繰
り
下
げ
、
二
九
四
の
項
を
二
九
六
の
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

   

別
表
中
二
九
三
の
項
を
二
九
五
の
項
と
し
、
二
七
二
の
項
か
ら
二
九
二
の
項
ま
で
を
二
項
ず
つ

繰
り
下
げ
、
同
表
二
七
一
の
項
中
「
一
六
」
を
「
九
」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
二
七
三
の
項
と
し
、

同
表
中
二
七
〇
の
項
を
二
七
二
の
項
と
し
、
二
三
四
の
項
か
ら
二
六
九
の
項
ま
で
を
二
項
ず
つ
繰

り
下
げ
、
二
三
三
の
項
を
二
三
四
の
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

   

別
表
中
二
三
二
の
項
を
二
三
三
の
項
と
し
、
一
九
二
の
項
か
ら
二
三
一
の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ

繰
り
下
げ
、
一
九
一
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

   
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
令
和
元
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

二
九
七 

Ｕ
Ｒ
コ
ン
フ
ォ
ー
ル
上
野
台

住
宅 

ふ
じ
み
野
市
上
野

台
一
丁
目 

高
層
耐
火 

四
三
・
九
八
か
ら

五
〇
・
一
一
ま
で 

二 

 

二
三
五 

Ｕ
Ｒ
入
間
豊
岡
住
宅 

入
間
市
豊
岡
一
丁

目 

高
層
耐
火 

四
五
・
三
六 

二 

 

一
九
二 

Ｕ
Ｒ
原
市
住
宅 

上
尾
市
大
字
原
市 

中
層
耐
火 

四
二
・
九
三
か
ら

四
三
・
二
九
ま
で 

三 
 



規 則 

埼玉県道路交通法施行細則の一部を改正する規則をここに公布する。 

令和元年６月28日 

埼玉県公安委員会委員長 齋 藤 公 子 

埼玉県公安委員会規則第１号 

埼玉県道路交通法施行細則の一部を改正する規則 

 埼玉県道路交通法施行細則（昭和41年埼玉県公安委員会規則第２号）の一部を次のように改

正する。 

 第21条の４中「第９条」を「第13条」に、「工業標準化法」を「産業標準化法」に、「日

本工業規格」を「日本産業規格」に、「付属書１」を「附属書１」に改める。 

 別記様式第14の４備考５中「日本工業規格」を「日本産業規格」に改める。 

附 則 

この規則は、令和元年７月１日から施行する。 

 



管 

理 

規 

程 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
一
号 

 
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
者
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す

る
規
程
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
 

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
者 

岩 

中 
 

 

督 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
者
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改 

 
 

 

正
す
る
規
程 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
者
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
七
年
埼

玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改
め

る
。 

 
 

 

附 

則 

こ
の
規
程
は
、
令
和
元
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



管

理

規

程 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
二
号 

 
埼
玉
県
病
院
局
組
織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
者 

岩 

中 
 

 

督 

 
 

 

埼
玉
県
病
院
局
組
織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

 

埼
玉
県
病
院
局
組
織
規
程
（
平
成
十
四
年
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
九
条
第
二
項
表
中
の
技
師
長
の
欄
中
「
及
び
言
語
聴
覚
士
」
を
「
、
言
語
聴
覚
士
及
び
歯
科

衛
生
士
」
に
改
め
、
同
表
中
の
副
技
師
長
の
欄
中
「
及
び
言
語
聴
覚
士
」
を
「
、
言
語
聴
覚
士
及

び
歯
科
衛
生
士
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
程
は
、
令
和
元
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



管

理

規

程 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
三
号 

 
埼
玉
県
病
院
局
職
員
被
服
貸
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
者 

岩 

中 
 

 

督 

 
 

 

埼
玉
県
病
院
局
職
員
被
服
貸
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

 

埼
玉
県
病
院
局
職
員
被
服
貸
与
規
程
（
平
成
十
四
年
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
十
三
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
中
第
十
九
号
を
同
表
中
第
二
十
号
と
し
、
同
表
中
第
十
八
号
を
第
十
九
号
と
し
、
同
表
中

第
十
七
号
を
第
十
八
号
と
し
、
同
表
中
第
十
六
号
を
第
十
七
号
と
し
、
同
表
中
第
十
五
号
を
第
十

六
号
と
し
、
同
表
中
第
十
四
号
を
第
十
五
号
と
し
、
同
表
中
第
十
三
号
を
第
十
四
号
と
し
、
同
表

中
第
十
二
号
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

         

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
程
は
、
令
和
元
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

十

三 

歯

科

衛

生

士 

白

靴 

予

防

衣 

ズ

ボ

ン 

白

衣 

帽

子 

一 二 二 二 一 
一 一 一 一 一 



管

理

規

程 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
四
号 

埼
玉
県
病
院
局
職
員
給
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日  

 
 

 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
者 

岩 

中 
 

 

督 

 
 

 

埼
玉
県
病
院
局
職
員
給
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

 

埼
玉
県
病
院
局
職
員
給
与
規
程
（
平
成
十
四
年
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
六
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
第
三
の
ロ
病
院
医
療
職
給
料
表
㈡
の
備
考
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
八
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。 

 
 

九 

歯
科
衛
生
士 

 

別
表
第
九
の
ロ
病
院
医
療
職
給
料
表
㈡
級
別
職
務
区
分
表
中
「
言
語
聴
覚
士
で
あ
る
技
師
」
を
、 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
改
め
る
。 

  

別
表
第
十
の
適
用
区
分
表
中
「
理
学
療
法
士
及
び
作
業
療
法
士
」
を
「
理
学
療
法
士
、
作
業
療

法
士
及
び
言
語
聴
覚
士
」
に
改
め
、「
視
能
訓
練
士
及
び
言
語
聴
覚
士
」
を
「
視
能
訓
練
士
、
言
語

聴
覚
士
及
び
歯
科
衛
生
士
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
十
二
中
「
医
療
安
全
管
理
室
長
」
を
「
医
療
安
全
管
理
室
長
（
病
院
事
業
管
理
者
が
定 

 

め
る
も
の
に
限
る
）
」
に
改
め
、
「
副
室
長
」
を
削
り
、
「
主
席
主
幹
」
を 

 

に
改
め
る
。 

附 

則 

 

こ
の
規
程
は
、
令
和
元
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

「
主
席
主
幹 

 

医
療
安
全
管
理
室
長
」 

「
言
語
聴
覚
士
で
あ
る
技
師 

 

歯
科
衛
生
士
で
あ
る
技
師
」 



管

理

規

程 

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第
一
号 

 
埼
玉
県
下
水
道
事
業
管
理
者
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正

す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
下
水
道
事
業
管
理
者 

砂 

川 

裕 

紀 

 
 

 

埼
玉
県
下
水
道
事
業
管
理
者
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を 

 
 

 

改
正
す
る
規
程 

 

埼
玉
県
下
水
道
事
業
管
理
者
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
十
二

年
埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改
め

る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
程
は
、
令
和
元
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



管

理

規

程 

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第
二
号 

 
埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
下
水
道
事
業
管
理
者 

砂 

川 

裕 

紀 

 
 

 

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

 

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
財
務
規
程
（
平
成
二
十
二
年
埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第

十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

様
式
第
二
十
三
号
（
１
）
、
様
式
第
二
十
三
号
（
２
）
、
様
式
第
二
十
三
号
（
３
）
、
様
式
第

二
十
三
号
（
４
）
、
様
式
第
二
十
四
号
、
様
式
第
二
十
五
号
（
１
）
、
様
式
第
二
十
五
号
（
２
）
、

様
式
第
二
十
五
号
（
３
）
、
様
式
第
二
十
五
号
（
４
）
、
様
式
第
二
十
六
号
（
１
）
、
様
式
第
二

十
六
号
（
２
）
、
様
式
第
三
十
八
号
（
１
）
、
様
式
第
三
十
八
号
（
２
）
、
様
式
第
三
十
八
号
（
３
）
、

様
式
第
三
十
八
号
（
４
）
、
様
式
第
四
十
一
号
、
様
式
第
四
十
三
号
及
び
様
式
第
四
十
四
号
中

「 
 

 
 

 
 

」
を
「 

 
 

 
 

 

」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
規
程
は
、
令
和
元
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
前
の
規
程
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調 

 

整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

日
本
工
業
規
格

 
日
本
産
業
規
格

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
号 

 
国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
地

籍
調
査
を
国
土
調
査
と
し
て
令
和
元
年
六
月
三
日
付
け
で
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定

に
よ
り
、
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

熊
谷
市 

調
査
を
行
う
者
の
名
称  

妻
沼
小
島
１
地
区
（
妻

沼
小
島
の
一
部
） 

調 
 
 
 

査 
 
 
 

地 
 
 
 

域  

令
和
元
年
六
月
三
日
か
ら 

 

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

三
十
年
三
月
三
十
一
日 

 

月
三
十
一
日
ま
で 

調 
 
 
 
 
 

査 
 
 
 
 
 

期 
 
 
 
 
 

間 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
三
号 

 
埼
玉
県
情
報
公
開
条
例
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
七
十
七
号
）
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ

り
、
平
成
三
十
年
度
の
公
文
書
の
開
示
の
実
施
状
況
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。 

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

   

 



請 求 及 び 申 出 の 受 付 件 数 及 び 処 理 件 数  
 

 
 
 

実 施 機 関  
 
 
 

 
 
 

受付 
 

区分 
 
 

 
受 付 件 数       

 
平 成 ３ ０ 年 度 処 理 件 数  

 
 

平成31 
年３月 
末現在 
未処理 
件数  

 

 
平成 
３０ 
年度 
受付 
件数 

 
前年 
度か 
らの 
繰越 
件数 

 
 
 

計  
 
 

 
 
 

開示 
 
 

 
 

部分 
 

開示 
 

 
 

不開 
 

示  
 

 
 

取下 
 

げ  
 

 
 
 

計  
 
 

 
 
 
 知    事  

 
  請求 

 
3 , 7 1 8  

 
1 7 3  

 
3 , 8 9 1  

 
3 3 7  

 
3 , 1 1 6  

 
1 2 1  

 
2 5 7  

 
3 , 8 3 1  

 
6 0  

 
  申出 

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
   計 

 
3 , 7 1 8  

 
1 7 3  

 
3 , 8 9 1  

 
3 3 7  

 
3 , 1 1 6  

 
1 2 1  

 
2 5 7  

 
3 , 8 3 1  

 
6 0  

 
 
 
 教 育 委 員 会     
 
 

 
  請求 

 
2 5 0  

 
2 8 6  

 
5 3 6  

 
3 2 3  

 
1 5 4  

 
9  

 
1 4  

 
5 0 0  

 
3 6  

 
  申出 

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
   計 

 
2 5 0  

 
2 8 6  

 
5 3 6  

 
3 2 3  

 
1 5 4  

 
9  

 
1 4  

 
5 0 0  

 
3 6  

 
 
 選 挙 管 理  
 
 委 員 会     
 

 
  請求 

 
1 7 5  

 
0  

 
1 7 5  

 
3  

 
1 7 0  

 
2  

 
0  

 
1 7 5  

 
0  

 
  申出 

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
   計   

 
1 7 5  

 
0  

 
1 7 5  

 
3  

 
1 7 0  

 

 
2  

 
0  

 
1 7 5  

 
0  



 
 
 
 人 事 委 員 会     
 
 

 
  請求 

 
9  

 
0  

 
9  

 
8  

 
0  

 
1  

 
0  

 
9  

 
0  

 
  申出 

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
   計   

 
9  

 
0  

 
9  

 
8  

 
0  

 
1  

 
0  

 
9  

 
0  

 
  
  
 監 査 委 員  
    
 

 
  請求 

 
3 9  

 
0  

 
3 9  

 
1 5  

 
2 4  

 
0  

 
0  

 
3 9  

 
0  

 
  申出 

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
   計   

 
3 9  

 
0  

 
3 9  

 
1 5  

 
2 4  

 
0  

 
0  

 
3 9  

 
0  

 
 
  
 労 働 委 員 会     
 
 

 
  請求 

 
2  

 
0  

 
2  

 
0  

 
1  

 
1  

 
0  

 
2  

 
0  

 
  申出 

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
   計   

 
2  

 
0  

 
2  

 
0  

 
1  

 
1  

 
0  

 
2  

 
0  

 
 
 
 収 用 委 員 会     
 
 

 
  請求 

 
1 2  

 
0  

 
1 2  

 
0  

 
1 2  

 
0  

 
0  

 
1 2  

 

 
0  

 
  申出 

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
   計  

 
1 2  

 
0  

 
1 2  

 
0  

 
1 2  

 
0  

 
0  

 
1 2  

 
0  



 
 
 内 水 面 漁 場     
 
 管 理 委 員 会     
 

 
  請求 

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
  申出 

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
   計   

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
 
 公 営 企 業  
  
 管 理 者     
 

 
  請求 

 
6 6  

 
4 2  

 
1 0 8  

 
2 9  

 
5 5  

 
2  
 

 
2 2  

 
1 0 8  

 
0  

 
  申出 

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
   計  

 
6 6  

 
4 2  

 
1 0 8  

 
2 9  

 
5 5  

 
2  

 
2 2  

 
1 0 8  

 
0  

 
 
 病 院 事 業  
 
 管 理 者     
 

 
  請求 

 
1 7  

 

 
0  

 
1 7  

 
6  

 
 8  

 
0  

 
3  

 
1 7  

 
0  

 
  申出 

 
  0  

 
0  

 
   0  

 
   0  

 
   0  

 
   0  

 
   0  

 
  0  

 
0  

 
   計   

 
1 7  

 
0  

 
1 7  

 
6  

 
8  

 
0  

 
3  

 
1 7  

 
0  

 
 
 下 水 道 事  
 
 業 管 理 者  

 
  請求 

 
1 2  

 
0  

 
1 2  

 
0  

 
4  

 
0  

 
8  

 
1 2  

 
0  

 
  申出 

 
0  

 
0  

 
    0  

 
0  

 
    0  

 
   0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
   計  

 
1 2  

 
0  

 
1 2  

 
0  

 
4  

 
0  

 
8  

 
1 2  

 
0  



 
 
 地 方 独 立  
 
 行 政 法 人  
 

 
  請求 

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
  申出 

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
   計   

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
 
 
 公 安 委 員 会     
 
 

 
  請求 

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
  申出 

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
   計  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
 
 
 警 察 本 部 長     
 
 

 
  請求 

 
8 9 0  

 
8  

 
8 9 8  

 
1 7 2  

 
6 2 2  

 
3 0  

 
1 2  

 
8 3 6  

 
6 2  

 
  申出 

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
   計   

 
8 9 0  

 
8  

 
8 9 8  

 
1 7 2  

 
6 2 2  

 
3 0  

 
1 2  

 
8 3 6  

 
6 2  

 
 
 
 合     計  
 
 
 

 
  請求 
 

 
5 , 1 9 0  

 
5 0 9  

 
5 , 6 9 9  

 
8 9 3  

 
4 , 1 6 6  

 
1 6 6  

 
3 1 6  

 
5 , 5 4 1  

 
1 5 8  

 
  申出 

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
   計   
 

 
5 , 1 9 0  

 
5 0 9  

 
5 , 6 9 9  

 
8 9 3  

 
4 , 1 6 6  

 
1 6 6  

 
3 1 6  

 
5 , 5 4 1  

 
1 5 8  



 注 １  「 請 求 ｣  と は 埼 玉 県 情 報 公 開 条 例 第 ７ 条 に 規 定 す る も の か ら の 請 求 を い い 、    

「 申 出 」 と は 同 条 例 第 ２ １ 条 第 １ 項 に 規 定 す る も の か ら の 申 出 を い う 。  

  注 ２  件 数 は 、 公 文 書 の 件 数 で あ る 。  



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
四
号 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
随
意
契
約
の

相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上

田

清

司 

  
 



１ 購入等件名及び数量 

  総務事務システムの統合基盤へのシステム移行業務委託 一式 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県総務部総務事務センター総務事務システム第一担当 埼玉県さいたま市

浦和区高砂３丁目15番１号 

３ 随意契約の相手方を決定した日 

  令和元年５月28日 

４ 随意契約の相手方の氏名及び住所 

  富士電機株式会社 神奈川県川崎市川崎区田辺新田１番１号 

５ 契約金額 

  117,260,000円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  随意契約 

７ 随意契約とした理由 

  地方公共団体の物品等又は特定役務の調達手続の特例を定める政令第11条第１

項第２号に該当 
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１ 購入等件名及び数量 

  文書管理・財務会計・旅費システムの統合基盤へのシステム移行業務委託 一

式 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県総務部総務事務センター財務・旅費・文書管理システム担当 埼玉県さ

いたま市浦和区高砂３丁目15番１号 

３ 随意契約の相手方を決定した日 

  令和元年５月29日 

４ 随意契約の相手方の氏名及び住所 

  株式会社日立製作所 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 

５ 契約金額 

  181,467,000円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  随意契約 

７ 随意契約とした理由 

  地方公共団体の物品等又は特定役務の調達手続の特例を定める政令第11条第１

項第２号に該当 
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１ 調達内容 

 ⑴ 購入等件名及び数量 

   県民活動総合センターハード・ネットワークシステム改修業務委託 一式 

 ⑵ 調達案件の仕様等 

   入札説明書及び仕様書による。 

 ⑶ 履行期間 

   契約締結日から令和２年１月31日（金）まで 

 ⑷ 履行場所 

   埼玉県県民生活部共助社会づくり課長が指定する場所 

 ⑸ 入札方法 

   本件入札は、「埼玉県電子入札共同システム」により行う。ただし、同シス 

  テムの利用者登録をしていない者については、紙媒体による入札書の郵送又は 

  持参による入札も認める。 

   なお、落札決定に当たっては、入札書に入力され、又は記載された金額に当 

  該金額の10パーセントに相当する額を加算した金額（当該金額に１円未満の端 

  数があるときは、その端数金額を切り捨てるものとする。）をもって落札金額 

  とするので、入札者は、消費税及び地方消費税に係る課税事業者であるか免税 

  事業者であるかを問わず、見積もった契約金額の110分の100に相当する金額を 

  入札書に入力し、又は記載すること。ただし、調達物品が令和元年９月30日ま 

  でに納入された場合については、消税及び地方消費税の税率８パーセントが適 

  用されるため、契約を変更するものとする。 

２ 競争入札参加資格 

 ⑴ 地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の４の規定に該当しない者 

  であること。 

 ⑵ 物品の買入れ等に係る入札参加資格に関する告示（平成30年埼玉県告示第857 

  号）に基づき、業種区分「電子計算に関する業務」のＡ等級に格付けされた者 

  であること。 

 ⑶ 本件入札の公告日から落札決定までの期間に、埼玉県の契約に係る入札参加 

  停止等の措置要綱（平成21年３月31日付け入審第513号）に基づく入札参加停止 

  措置を受けていない者であること。 

 ⑷ 本件入札の公告日から落札決定までの期間に、埼玉県の契約に係る暴力団排 

  除措置要綱（平成21年４月１日付け入審第97号）に基づく入札参加除外措置を 

  受けていない者であること。 

 ⑸ 平成21年度から平成30年度までの期間に、国又は地方公共団体から本件業務 



  と同種の業務を受託し、誠実に履行した実績を有する者であること。 

３ 入札書の提出場所等 

 ⑴ 紙媒体の入札書を郵送し、又は持参する場合の提出場所、契約条項を示す場 

  所、入札説明書及び仕様書の交付場所並びに問合せ先 

   〒330-9301 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目15番１号 埼玉県県民生活 

  部共助社会づくり課ＮＰＯ認証担当 田島 電話048-830-2815（直通） 電子 

  メールa2835-12@pref.saitama.lg.jp 

 ⑵ 入札説明書の交付方法 

  ア 「埼玉県電子入札共同システム」による場合 

    埼玉県ホームページを開き、「電子入札総合案内」を選択して、「入札情 

   報公開システム」からダウンロードすること。 

  イ 紙媒体による場合 

    上記⑴の交付場所において交付する（事前に電話により連絡すること。）。 

 ⑶ 仕様書の交付方法 

   上記⑴の交付場所において、４⑶の入札参加資格の確認申請を行った者に対 

  して、入札説明書の機密保持誓約書と引換えに交付する。ただし、当該機密保 

  持誓約書は、令和元年７月22日（月）午後３時までに上記⑴の交付場所に持参 

  の上、提出すること（事前に電話により連絡すること。）。 

 ⑷ 入札書受付期間 

  ア 「埼玉県電子入札共同システム」を使用する場合 

    競争入札参加資格の確認を得た日から令和元年８月８日（木）午前11時ま 

   で 

  イ 紙媒体の入札書を郵送し、又は持参する場合 

   (ｱ) 郵送の場合 

     競争入札参加資格の確認を得た日から令和元年８月８日（木）午前11時 

    まで 

     なお、書留郵便によること。 

   (ｲ) 持参の場合 

     競争入札参加資格の確認を得た日から令和元年８月８日（木）午前11時 

    まで 

 ⑸ 開札の場所及び日時 

   埼玉県県民生活部共助社会づくり課 令和元年８月８日（木）午後２時 

４ その他 

 ⑴ 契約手続において使用する言語及び通貨 



   日本語及び日本国通貨 

 ⑵ 入札保証金及び契約保証金 

  ア 入札保証金 

    入札者は、見積もった契約金額に入札保証金の率（100分の５以上）を乗じ 

   た額を納付するものとする。ただし、埼玉県財務規則（昭和39年埼玉県規則 

   第18号。以下「財務規則」という。）第93条第２項の規定に該当する場合は、 

   免除する。 

  イ 契約保証金 

    契約の相手方は、契約金額に契約保証金の率（100分の10以上）を乗じた額 

   を納付するものとする。ただし、財務規則第81条第２項の規定に該当する場 

   合は、免除する。 

 ⑶ 入札者に要求される事項 

   この一般競争入札への参加を希望する者は、入札説明書に示す必要な書類を 

  次のいずれかの方法で令和元年７月22日（月）午後３時までに提出し、競争入 

  札参加資格の確認を得なければならない。また、入札事務の担当者から、提出 

  した書類に関し説明を求められた場合は、それに応じなければならない。 

  ア 「埼玉県電子入札共同システム」により確認申請する。 

  イ 紙媒体の書類を上記３⑴の提出場所に郵送し、又は持参する。 

 ⑷ 入札の無効 

   次に掲げる入札書は、無効とする。 

  ア この公告に示した競争入札参加資格のない者の提出した入札書 

  イ 入札者に求められる義務を履行しなかった者の提出した入札書 

  ウ 財務規則第97条又は埼玉県の物品等又は特定役務の調達手続の特例を定め 

   る規則（平成７年埼玉県規則第106号）第９条の規定に該当する入札書 

 ⑸ 契約書作成の要否 

   要 

 ⑹ 落札者の決定方法 

   財務規則第94条の規定に基づいて定められた予定価格の制限の範囲内で最低 

  の価格をもって有効な入札を行った者を落札者とする。 

 ⑺ 低入札価格調査制度に係る調査基準価格 

   設定する（調査基準価格未満の入札があった場合は、調査の上、当該入札を 

  行った者を落札者とするか否かを決定する。）。 

 ⑻ 手続における交渉の有無 

   無 



 ⑼ 競争入札参加資格の付与 

   上記２⑵に定める競争入札参加資格のない者で入札を希望するものは、埼玉 

  県ホームページを開き、「電子入札総合案内」を選択して、「競争入札参加資 

  格申請受付システム」から登録申請を行い、受付票その他の登録に必要な書類 

  を令和元年７月５日（金）までに埼玉県総務部入札審査課審査担当（〒330-9301 

   埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目15番１号 電話048-830-5775（直通）） 

  へ送付すること。 

 ⑽ 支払条件 

   発注者埼玉県は、適法な請求書を受理した日から30日以内に委託料を受注者 

  に支払うものとする。 

 ⑾ その他詳細は、入札説明書及び仕様書による。 

５ Summary 

 ⑴ Nature of Services Required: 

   Contract for Repair and Improvement Work on the Saitama Prefectural 

   Citizens' Activities General Center Hard Network System 

 ⑵ Deadline for Submissions: 

   By the electronic bidding system: 11:00 a.m., August 8, 2019 

   By registered mail or in person: 11:00 a.m., August 8, 2019 

 ⑶ Contact Information: 

   Mutual Social Assistance Division, Department of Public Services, 

   Saitama Prefectural Government 

   Takasago 3-15-1, Urawa-ku, Saitama-shi, Saitama-ken 330-9301 

   Tel. 048-830-2815 

   E-mail. a2835-12@pref.saitama.lg.jp 
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Ｄ 

深
谷
市
稲
荷
町
一
―
一
五
―
三

〇 本
庄
市
早
稲
田
の
杜
三
―
一
四
―

五 ふ
じ
み
野
市
上
福
岡
六
―
四
―
五

メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
上
福
岡
一

階
Ａ
号
室 

富
士
見
市
東
み
ず
ほ
台
一
―
九
―

二
七
―
二
Ｆ 

所
在
地 

令
和
元
年
五
月

一
日 

令
和
元
年
六
月

一
日 

平
成
三
十
一
年

四
月
一
日 

平
成
三
十
一
年

三
月
一
日 

令
和
元
年
五
月

一
日 

令
和
元
年
六
月

一
日 

令
和
元
年
六
月

一
日 指

定
年
月
日 



さ
く
ら
薬
局 

お
り
が
み
薬
局 

狭
山

店 せ
ん
し
堂
薬
局 

所
沢

店 み
ず
ほ
薬
局 

所
沢
店 

ス
ギ
薬
局 

草
加
店 

よ
つ
ば
薬
局 

豊
春
店 

よ
つ
ば
薬
局 

よ
つ
ば
薬
局 

武
里
店 

こ
も
れ
び
歯
科 

か
ご
は
ら
駅
前
歯
科
ク

リ
ニ
ッ
ク 

荻
野
歯
科
医
院 

上
尾
駅
前
く
じ
ら
歯
科 

大
和
田 

孝
子 

株
式
会
社
ツ
リ
ー

ク
ル 

株
式
会
社
ミ
ツ
ム

ラ 株
式
会
社
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア 

株
式
会
社
ス
ギ
薬

局 有
限
会
社
ヘ
ル
ス

パ
ー
ク 

有
限
会
社
ヘ
ル
ス

パ
ー
ク 

有
限
会
社
ヘ
ル
ス

パ
ー
ク 

小
笠
原 

岳
洋 

関
根 

裕
明 

荻
野 

智
久 

須
賀 

秀
文 

ふ
じ
み
野
市
南
台
二
―
一
―
六 

狭
山
市
狭
山
台
四
―
三
―
七 

所
沢
市
中
富
七
五
〇
―
一
六 

所
沢
市
上
新
井
二
―
六
一
―
一

六 草
加
市
草
加
三
―
四
―
三 

春
日
部
市
上
蛭
田
二
五
九
―
二

―
二
Ｆ 

春
日
部
市
中
央
一
―
四
八
―
五 

春
日
部
市
大
場
一
三
六
六
―
六 

東
松
山
市
小
松
原
町
一
二
―
一 

熊
谷
市
新
堀
七
四
七
―
一
グ
ラ

ン
フ
ロ
ン
ト
・
ジ
ョ
ウ
エ
イ
一

階
一
〇
一 

熊
谷
市
銀
座
一
―
七
四 

上
尾
市
宮
本
町
二
―
一
ア
リ
コ

ベ
―
ル
サ
ロ
ン
館
一
〇
二 

令
和
元
年
六
月

一
日 

令
和
元
年
五
月

一
日 

令
和
元
年
五
月

一
日 

平
成
三
十
一
年

四
月
三
十
日 

令
和
元
年
六
月

一
日 

令
和
元
年
六
月

一
日 

令
和
元
年
六
月

一
日 

令
和
元
年
六
月

一
日 

平
成
三
十
一
年

四
月
一
日 

令
和
元
年
六
月

一
日 

令
和
元
年
五
月

一
日 

令
和
元
年
六
月

一
日 



  

二 

指
定
施
術
機
関 

 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン 

に
じ
色
マ
ッ
プ 

訪
問
看
護
ふ
く
し
の
ま

ち
上
尾 

セ
キ
薬
局 
平
沼
店 

ア
イ
ン
薬
局 

羽
生
店 

合
同
会
社
に
じ
色

コ
ン
パ
ス 

株
式
会
社
福
祉
の

街 株
式
会
社
セ
キ
薬

品 株
式
会
社
ア
イ
ン

フ
ァ
ー
マ
シ
ー
ズ 

坂
戸
市
南
町
八
―
一
〇
ヴ
ァ
ン

テ
ア
ン
ビ
ル
一
〇
三 

上
尾
市
壱
丁
目
四
五
一
―
一 

吉
川
市
平
沼
一
六
〇
三
―
二 

羽
生
市
下
岩
瀬
五
二
九 

令
和
元
年
五
月

一
日 

令
和
元
年
六
月

一
日 

平
成
三
十
一
年

四
月
一
日 

令
和
元
年
五
月

一
日 

籠
宮 

敏
夫 

立
場 

未
菜 

伊
藤 

亜
沙

子 釣
谷 

百
合

子 梶
川 

翔
平 

小
俣 

俊
樹 

氏 

名 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

住
所 

訪
問
鍼
灸
マ
ッ
サ

ー
ジ
Ｋ
Ｅ
ｉ
Ｒ
Ｏ

Ｗ
秩
父
ス
テ
ー
シ

ョ
ン 

立
場 

未
菜 

株
式
会
社
川
崎
南

は
り
き
ゅ
う
マ
ッ

サ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー 

リ
カ
バ
リ
ー
亀
戸

治
療
室 

飯
能
に
じ
い
ろ
接

骨
院 

希
鍼
灸
整
骨
院 

名
称 

施
術
所 

秩
父
市
中
町
三
―
一
六 

八
潮
市
伊
勢
野
二
〇
八
―
一
マ

リ
ー
ナ
ガ
ー
デ
ン
一
〇
〇
三 

神
奈
川
県
川
崎
市
川
崎
区
砂
子

一
―
五
―
八
―
二
〇
一
第
一
諏

訪
ビ
ル 

東
京
都
江
東
区
亀
戸
六
―
五
五

―
二
〇 

飯
能
市
東
町
六
―
一
六
菊
屋
ビ

ル
一
Ｆ 

熊
谷
市
新
堀
七
四
七
―
一
グ
ラ

ン
フ
ロ
ン
ト
・
ジ
ョ
ウ
エ
イ
一

〇
二 

所
在
地 

平
成
三
十
一
年

四
月
一
日 

平
成
三
十
一
年

四
月
二
十
日 

令
和
元
年
五
月

一
日 

令
和
元
年
五
月

二
十
日 

令
和
元
年
五
月

三
十
日 

令
和
元
年
五
月

一
日 指

定
年
月
日 



    

菊
池 

竜
太 

皆
川 

邦
子 

増
澤 

星
児 

福
田 

博
之 

柴
﨑 

真
梨

華 古
川 

貴
士 

染
谷 

大
樹 

佐
々
木 

悦

郎 新
井 

友
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

在
宅
マ
ッ
サ
ー
ジ

ひ
ま
わ
り 

皆
川 

邦
子 

ハ
ー
ト
フ
ル
鍼
灸

マ
ッ
サ
ー
ジ
院 

福
田 

博
之 

訪
問
鍼
灸
マ
ッ
サ

ー
ジ
Ｋ
Ｅ
ｉ
Ｒ
Ｏ

Ｗ
秩
父
ス
テ
ー
シ

ョ
ン 

株
式
会
社
ケ
ア
・

ク
レ
ス
ト 

染
谷 

大
樹 

訪
問
医
療
マ
ッ
サ

ー
ジ
Ｋ
Ｅ
ｉ
Ｒ
Ｏ

Ｗ
綾
瀬
ス
テ
ー
シ

ョ
ン 

こ
ぼ
り
治
療
院 

さ
い
た
ま
市
桜
区
神
田
一
六
―

一 八
潮
市
大
瀬
一
四
〇
五
キ
ャ
ス

バ
ル
二
〇
六 

さ
い
た
ま
市
桜
区
西
堀
八
―
一

四
―
二
三 

二
Ｆ 

所
沢
市
久
米
二
一
七
五
―
一
三 

秩
父
市
中
町
三
―
一
六 

東
京
都
世
田
谷
区
新
町
三
―
二

〇
―
一
―
一
Ｆ 

八
潮
市
大
曽
根
八
〇
―
一 

東
京
都
足
立
区
綾
瀬
五
―
一
七

―
九
ハ
イ
ム
ア
ル
フ
ァ
二
Ｆ 

茨
城
県
つ
く
ば
市
横
町
三
六
八

―
五 

令
和
元
年
五
月

三
十
日 

令
和
元
年
六
月

八
日 

令
和
元
年
五
月

一
日 

令
和
元
年
六
月

五
日 

平
成
三
十
一
年

四
月
一
日 

令
和
元
年
六
月

一
日 

令
和
元
年
六
月

一
日 

平
成
三
十
一
年

四
月
十
日 

令
和
元
年
五
月

十
六
日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
十
一
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項

並
び
に
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び

特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に

お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
又
は
指
定
施
術
機
関
か
ら
、
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

指
定
医
療
機
関 

 

訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
あ
お
ば 

訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ゆ
り
の
木

草
加 

な
ご
み
訪
問
看
護

リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン 

ぐ
り
む
薬
局 

タ
オ
薬
局 

名

称 

所 

在 

地 

所 

在 

地 

名 
 

 

称 

開
設
者
住
所 

開
設
者
名
称 

開
設
者
住
所 

開
設
者
名
称 

変
更
事
項 

新
座
市
石
神
一
―
四
―

九 草
加
市
氷
川
町
二
一
四

九
―
三 

一
Ｆ 

ケ
ア
ー
ズ
な
ご
み
訪
問

看
護
リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン 

東
京
都
足
立
区
本
木
北

町
一
四
―
一
〇 

株
式
会
社
本
木
薬
局 

東
京
都
足
立
区
本
木
北

町
一
四
―
一
〇 

株
式
会
社
本
木
薬
局 

変

更

前 

新
座
市
堀
ノ
内
三
―
一
四

―
三
〇 

草
加
市
氷
川
町
二
一
五
二

―
二
ク
レ
ド
ー
ル
草
加
二

〇
二
号
室 

な
ご
み
訪
問
看
護
リ
ハ
ビ

リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

東
京
都
豊
島
区
南
池
袋
二

―
二
五
―
五 

み
よ
の
台
薬
局
株
式
会
社 

東
京
都
豊
島
区
南
池
袋
二

―
二
五
―
五 

み
よ
の
台
薬
局
株
式
会
社 

変

更

後 



二 

指
定
施
術
機
関 

   

餅
井 

春
菜 

岡
田 

有
一 

保
谷 

太
郎 

石
坂 

雅
春 

氏

名 

施
術
所 

施
術
所 

施
術
所 

施
術
所 変

更
事
項 

所
在
地 

名 

称 

名 

称 

所
在
地 

名 

称 

所
在
地 

名 

称 

さ
い
た
ま
市
緑
区
芝
原

一
―
二
五
―
一
二 

セ

ブ
ン
ビ
ル
一
階 

株
式
会
社
フ
レ
ア
ス 

お
か
だ
整
骨
院 

新
座
市
栗
原
四
―
一

一
―
二
四
サ
ニ
ー
コ

ー
ト
Ｂ
一
〇
三 

ハ
ッ
ピ
ー
整
骨
院 

熊
谷
市
柿
沼
一
〇
一

四
―
五 

セ
リ
オ
治
療
院
熊
谷 

変

更

前 

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜

木
町
二
―
三
二
四
―

一
松
本
ビ
ル
四
階 

ま
ご
こ
ろ
治
療
院 

み
ん
な
の
森
整
骨
院 

足
利
院 

東
京
都
東
村
山
市
青

葉
町
二
―
四
四
―
一 

ほ
ぐ
整
骨
院 

熊
谷
市
中
奈
良
一
九

七
―
四 

石
坂 

雅
春 

変

更

後 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
十
二
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の

円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援

に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の

と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
か
ら
、
次
の
と
お
り
廃
止
の

届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

ユ
タ
カ
歯
科 

医
療
法
人
社
団
研
美
会 

す
み
れ
歯
科
医
院 

あ
さ
ひ
整
形
外
科
・
皮

ふ
科 

本
庄
早
稲
田
ク
リ
ニ
ッ

ク 中
沢
医
院 

医
療
法
人
社
団
敬
寿
会

わ
ら
び
北
町
病
院
附
属

北
町
ク
リ
ニ
ッ
ク 

安
藤
医
院 

名
称 

所
沢
市
東
狭
山
ケ
丘
一
―
一
二

―
二 

南
埼
玉
郡
宮
代
町
中
央
二
―
二

―
三
〇 

坂
戸
市
泉
町
二
―
一
一
―
八 

本
庄
市
早
稲
田
の
杜
三
―
一
四

―
五 

上
尾
市
柏
座
二
―
一
三
―
四 

蕨
市
北
町
二
―
一
―
二
一 

北

飾
郡
松
伏
町
松
伏
二
八
一

二
―
一 

所
在
地 

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
五
日 

平
成
三
十
一
年
四
月
三
十
日 

平
成
三
十
一
年
四
月
三
十
日 

平
成
三
十
一
年
四
月
三
十
日 

平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
日 

平
成
二
十
七
年
五
月
三
十
一
日 

平
成
三
十
一
年
四
月
三
十
日 

廃
止
年
月
日 



 

株
式
会
社
萩
原
薬
局 

ア
イ
ン
薬
局 

羽
生
店 

有
限
会
社
狭
山
台
薬

局 せ
ん
し
堂
薬
局 

み
ず
ほ
薬
局 

所
沢
店 

ク
オ
ー
ル
薬
局 

上
尾

店 根
本
歯
科
医
院 

荻
野
歯
科
医
院 

深
谷
市
仲
町
四
―
八 

羽
生
市
上
岩
瀬
五
五
〇
―
一 

狭
山
市
狭
山
台
四
―
三
―
七 

所
沢
市
中
富
七
五
〇
―
一
二 

所
沢
市
上
新
井
三
―
一
―
一 

上
尾
市
柏
座
二
―
九
―
一
六 

坂
戸
市
日
の
出
町
一
四
―
一
三 

熊
谷
市
銀
座
一
―
七
四 

平
成
三
十
一
年
四
月
三
十
日 

平
成
三
十
一
年
四
月
三
十
日 

平
成
三
十
一
年
四
月
三
十
日 

平
成
三
十
一
年
四
月
三
十
日 

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
九
日 

平
成
三
十
一
年
四
月
三
十
日 

令
和
元
年
五
月
十
四
日 

平
成
三
十
一
年
四
月
三
十
日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
十
三
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の

円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援

に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の

と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
か
ら
、
次
の
と
お
り
辞
退
の

届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

  

こ
の
み
歯
科
ク
リ
ニ
ッ

ク 

名
称 

児
玉
郡
上
里
町
七
本
木
三
六
一
〇
―

二 

所
在
地 

令
和
元
年
六
月
二
十
一
日 

辞
退
年
月
日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
十
四
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
介
護
扶
助
の
た
め
の
居
宅
介
護
等
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住

帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律

第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
介
護
支
援
給
付
の
た
め
の
居
宅
介
護
等
を
担
当
す
る
機
関
と
し
て
、

次
の
者
を
指
定
し
た
。 

 
 

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

居
宅
介
護
支
援

事
業
所 

こ
こ
ろ 

安
達
歯
科
ク
リ

ニ
ッ
ク 

和
光
市
北
地
域

包
括
支
援
セ
ン

タ
ー 

名
称 

坂
戸
市
中
小
坂

七
六
五
―
一
八 

春
日
部
市
栄
町

一
―
三
二
九 

和
光
市
新
倉
二

―
五
―
一
二 

所
在
地 

株
式
会
社
Ｇ
―

Ｈ
ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｓ 

安
達 

泰
佑 

ミ
ア
ヘ
ル
サ
株

式
会
社 

開
設
者
名 

居
宅
介
護
支
援 

介
護
予
防
居
宅

療
養
管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理

指
導 

介
護
予
防
支
援 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

平
成
三
十
一
年
三

月
一
日 

令
和
元
年
五
月
一

日 令
和
元
年
六
月
一

日 

指
定
年
月
日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
十
五
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
中
国
残

留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の

自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」

と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
（
同
条
第
二
項
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第

十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四
条
の
二
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
介
護
機
関
を
含
む
。
）
か
ら
、

次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  

 

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス 

恵 訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
あ
お
ば 

プ
ロ
ト
ラ
イ
フ
ケ
ア
久

喜 

名
称 

事
業
所
所

在
地 

事
業
者
所

在
地 

事
業
所
所

在
地 

事
業
所
名

称 変
更
事
項 

入
間
市
春
日
町

一
―
八
―
二
〇

サ
ン
ラ
イ
ズ
小

島
２
０
５ 

入
間
市
宮
前
町

八
―
三
二 

新
座
市
石
神
一

―
四
―
九 

株
式
会
社
シ
ル

バ
ー
は
あ
と 

変
更
前 

入
間
市
鍵
山
二

―
一
―
二
〇
―

三 入
間
市
鍵
山
二

―
一
―
二
〇
―

三 新
座
市
堀
ノ
内

三
―
一
四
―
三

〇 プ
ロ
ト
ラ
イ
フ

ケ
ア
久
喜 

変
更
後 

居
宅
介
護
支
援 

訪
問
看
護 

 

介
護
予
防
訪
問
看
護 

福
祉
用
具
貸
与 

 
特
定
福
祉
用
具
販
売 

 

介
護
予
防
福
祉
用
具
貸

与 
 

特
定
介
護
予
防
福
祉
用

具
販
売 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
十
六
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
中
国
残

留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の

自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」

と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
（
同
条
第
二
項
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第

十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四
条
の
二
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
介
護
機
関
を
含
む
。
）
か
ら
、

次
の
と
お
り
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

    
 

お
ひ
さ
ま
介
護
サ
ー

ビ
ス 

春
日
部 

 

せ
ん
し
堂
薬
局
所
沢

店 オ
ダ
カ
歯
科
医
院 

名
称 

春
日
部
市
栄
町
一

―
四
〇  

所
沢
市
中
富
七
五

〇
―
一
二 

和
光
市
本
町
五
―

一
五
山
ビ
ル
二
Ｆ

 
 所

在
地 

介
護
予
防
訪
問
介
護 

居
宅
介
護
支
援 

訪
問
介
護 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

平
成
三
十
一
年
三
月

三
十
一
日 

平
成
三
十
一
年
四
月

三
十
日  

平
成
二
十
九
年
三
月

五
日 

廃
止
年
月
日 



 

お
ひ
さ
ま
介
護
サ
ー
ビ

ス 

東
松
山 

埼
玉
飯
能
病
院 

お
ひ
さ
ま
介
護
サ
ー
ビ

ス 

所
沢 

お
ひ
さ
ま
介
護
サ
ー
ビ

ス 

朝
霞 

お
ひ
さ
ま
介
護
サ
ー
ビ

ス
草
加 

東
松
山
市
松
山
町
一
―

八
―
三 

飯
能
市
飯
能
一
一
八
五 

所
沢
市
く
す
の
き
台
三

―
四
―
六
エ
シ
ー
ル
所

沢
一
〇
三 

朝
霞
市
本
町
二
―
二
―

三
七
老
松
ビ
ル
一
Ｆ 

草
加
市
高
砂
二
―
一
八

―
四
二
川
井
ビ
ル
二
階 

介
護
予
防
訪
問
介
護 

訪
問
介
護 

介
護
療
養
型
医
療
施

設 短
期
入
所
療
養
介
護 

介
護
予
防
訪
問
介
護 

訪
問
介
護 

介
護
予
防
福
祉
用
具

貸
与 

介
護
予
防
訪
問
介
護 

居
宅
介
護
支
援 

福
祉
用
具
貸
与 

訪
問
介
護 

介
護
予
防
訪
問
介
護 

居
宅
介
護
支
援 

訪
問
介
護 

平
成
三
十
一
年
三

月
三
十
一
日 

令
和
元
年
五
月
三

十
一
日 

平
成
三
十
一
年
三

月
三
十
一
日 

平
成
三
十
一
年
三

月
三
十
一
日 

平
成
三
十
一
年
三

月
三
十
一
日 



告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
十
七
号 

 
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
医
師
を
指
定
し
た
の
で
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
細
則
（
平
成
五
年
埼
玉
県
規
則
第
三
十

九
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。 

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 



三
上 

武
彦 

速
水 

宏
樹 

島 

克
司 

野
村 

務 

菅
原 

壯
一 

橋
本 

蔵
人 

医
師
の
氏
名 

肢
体
不
自
由 

肢
体
不
自
由 

肢
体
不
自
由 

聴
覚
障
害
、
平
衡
機
能

障
害
、
音
声
・
言
語
機

能
障
害
、
そ
し
ゃ
く
機

能
障
害 

じ
ん
臓
機
能
障
害 

肢
体
不
自
由 

指
定
障
害
区
分 

整
形
外
科
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科 

整
形
外
科 

脳
神
経
外
科 

耳
鼻
咽
喉
科 

外
科
、
泌
尿
器
科 

整
形
外
科 

診
療
科
名 

医
療
法
人
新
井
病
院 

医
療
法
人
社
団
埼
玉
巨
樹

の
会
新
久
喜
総
合
病
院 

医
療
法
人
社
団
博
翔
会
桃

泉
園
北
本
病
院 

明
海
大
学
歯
学
部
付
属
明

海
大
学
病
院 

医
療
法
人
瑞
友
会
ふ
じ
み 

 

野
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク 

く
ら
ん
ど
整
形
外
科 

医
療
機
関
の
名
称 

久
喜
市
久
喜
中
央
二
―
二

―
二
十
八 

久
喜
市
上
早
見
四
百
十
八

―
一 

北
本
市
深
井
三
―
七
十
五 

坂
戸
市
け
や
き
台
一
―
一 

ふ
じ
み
野
市
駒
林
元
町
三

―
五
―
三 

戸
田
市
笹
目
南
町
三
十
三

―
二 医

療
機
関
の
所
在
地 

同 同 同 

 
 

 
 

 

同 

 
 

 
 

 

同 

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日 

指
定
年
月
日 



根
木 

宏
明 

畑
中 

章
生 

橋 

洋
平 

井
出 

智
之 

服
部 

隆
幸 

橋
本 

英
明 

平

衡

機

能

障

害

、

音

声
・
言
語
機
能
障
害
、

肢
体
不
自
由 

聴
覚
障
害
、
平
衡
機
能

障
害
、
音
声
・
言
語
機

能
障
害
、
そ
し
ゃ
く
機

能
障
害 

視
覚
障
害 

視
覚
障
害 

視
覚
障
害 

視
覚
障
害 

脳
神
経
外
科 

頭
頸
部
外
科
（
耳
鼻

咽
喉
科
） 

眼
科 

眼
科 

眼
科 

眼
科 

埼
玉
県
立
循
環
器
・
呼
吸

器
病
セ
ン
タ
ー 

医
療
法
人
社
団
愛
友
会
上

尾
中
央
総
合
病
院 

医
療
法
人
社
団
武
蔵
野
会

Ｔ
Ｍ
Ｇ
あ
さ
か
医
療
セ
ン

タ
ー 

い
で
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

春
日
部
市
立
医
療
セ
ン
タ

ー 深
谷
赤
十
字
病
院 

熊
谷
市
板
井
千
六
百
九
十
六 

上
尾
市
柏
座
一
―
十
―
十 

朝
霞
市
溝
沼
千
三
百
四
十
―

一 吉
川
市
美
南
五
―
六
―
九 

春
日
部
市
中
央
六
―
七
―
一 

深
谷
市
上
柴
町
西
五
―
八
―

一 

同 同 同 

 
 

 
 

 

同 

 
 

 
 

 

同 

令
和
元
年
六
月
二
十
日 

 



吉
川 

雄
一
郎 

泰
井 

敏
毅 

亀
井 

聡 

山
内 

洋
子 

須
佐 

美
知
郎 

清
水 

崇 

肢
体
不
自
由 

肢
体
不
自
由 

肢
体
不
自
由 

肢
体
不
自
由 

肢
体
不
自
由 

肢
体
不
自
由 

脳
神
経
外
科 

整
形
外
科 

脳
神
経
内
科 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科 整
形
外
科 

脳
神
経
外
科 

埼
玉
県
立
循
環
器
・
呼
吸
器

病
セ
ン
タ
ー 

国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
病
院 

医
療
法
人
社
団
愛
友
会
上

尾
中
央
総
合
病
院 

埼
玉
医
科
大
学
病
院 

防
衛
医
科
大
学
校
病
院 

医
療
法
人
社
団
愛
友
会
上

尾
中
央
総
合
病
院 

熊
谷
市
板
井
千
六
百
九
十
六 

所
沢
市
並
木
四
―
一 

上
尾
市
柏
座
一
―
十
―
十 

入
間
郡
毛
呂
山
町
毛
呂
本
郷

三
十
八 

所
沢
市
並
木
三
―
二 

上
尾
市
柏
座
一
―
十
―
十 

同 同 同 同 同 同 

 



塩
入 

瑛
梨
子 

相
川 

健 

橋 

駿
介 

香
坂 

隆
夫 

阿
部 

力 

太
田 

吉
実 

じ
ん
臓
機
能
障
害 

じ
ん
臓
機
能
障
害 

じ
ん
臓
機
能
障
害 

じ
ん
臓
機
能
障
害 

心
臓
機
能
障
害 

心
臓
機
能
障
害 

腎
臓
内
科 

泌
尿
器
科 

腎
臓
内
科 

内
科
、
小
児
科 

循
環
器
内
科 

循
環
器
科 

医
療
法
人
秀
和
会
秀
和
総

合
病
院 

医
療
法
人
社
団
埼
玉
巨
樹

の
会
新
久
喜
総
合
病
院 

深
谷
赤
十
字
病
院 

社
会
医
療
法
人
社
団
堀
ノ

内
病
院 

社
会
医
療
法
人
入
間
川
病

院 社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団

済
生
会
支
部
埼
玉
県
済
生

会
栗
橋
病
院 

春
日
部
市
谷
原
新
田
千
二
百 

久
喜
市
上
早
見
四
百
十
八
―
一 

深
谷
市
上
柴
町
西
五
―
八
―
一 

新
座
市
堀
ノ
内
二
―
九
―
三
十
一 

狭
山
市
祇
園
十
七
―
二 

久
喜
市
小
右
衛
門
七
百
十
四
―
六 

同 同 同 同 同 同 

 



  
 

風
間 

伸
介 

増
田 

貴
史 

貫
井 

義
久 

金
井 

弘
次 

塚
田 

美
保 

坂
口 

祐
希 

野
原 

惇 

ぼ
う
こ
う
又
は
直
腸
機

能
障
害
、
小
腸
機
能
障

害 呼
吸
器
機
能
障
害 

呼
吸
器
機
能
障
害 

じ
ん
臓
機
能
障
害 

じ
ん
臓
機
能
障
害 

じ
ん
臓
機
能
障
害 

じ
ん
臓
機
能
障
害 

消
化
器
外
科 

呼
吸
器
内
科 

呼
吸
器
内
科 

腎
臓
内
科 

腎
臓
内
科
、
透
析
科 

内
科 

内
科 

埼
玉
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー 

春
日
部
市
立
医
療
セ
ン
タ

ー 医
療
法
人
秀
和
会
秀
和
総

合
病
院 

社
会
医
療
法
人
財
団
石
心

会
埼
玉
石
心
会
病
院 

社
会
医
療
法
人
財
団
石
心

会
埼
玉
石
心
会
病
院 

医
療
法
人
社
団
武
蔵
野
会

Ｔ
Ｍ
Ｇ
あ
さ
か
医
療
セ
ン

タ
ー 

医
療
法
人
く
ぼ
じ
ま
ク
リ

ニ
ッ
ク 

北
足
立
郡
伊
奈
町
大
字
小
室
七
百
八

十 春
日
部
市
中
央
六
―
七
―
一 

春
日
部
市
谷
原
新
田
千
二
百 

狭
山
市
入
間
川
二
―
三
十
七
―
二
十 

狭
山
市
入
間
川
二
―
三
十
七
―
二
十 

朝
霞
市
溝
沼
千
三
百
四
十
―
一 

熊
谷
市
久
保
島
千
七
百
八
十
五
―
二 

同 同 同 同 同 同 同 

 



 

齊
藤 

準 

ぼ
う
こ
う
又
は
直
腸
機

能
障
害 

外
科 

医
療
法
人
社
団
武
蔵
野
会

新
座
志
木
中
央
総
合
病
院 

新
座
市
東
北
一
―
七
―
二 

同 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
十
八
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、

西
・
羽
生
領
島
中
領
土
地
改
良
区
連
合
か
ら
当
該
役
員
に
就
任
し
た
者
及
び
当
該
役
員
を
退
任

し
た
者
の
氏
名
及
び
住
所
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。 

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

就
任 

 

職
名 

 

氏 
 

 

名 
 

 
 

 

住 
 

 
 

 

所 

 

理
事 

三
ツ
林 

裕 

己 
 

埼
玉
県
幸
手
市
大
字
千
塚
四
百
九
十
番
地
一 

 

同 
 

豊 

田 

昭 

彦 
 

同 
 

草
加
市
柿
木
町
七
百
二
十
四
番
地 

 

同 
 

林 
 

 

成 

夫 
 

同 
 

吉
川
市
大
字
三
輪
野
江
千
四
百
三
十
番
地 

 

同 
 

岸 
 

 

親 

義 
 

同 
 

北

飾
郡
杉
戸
町
大
字
北
蓮
沼
三
百
五
十
二
番
地
一 

 

同 
 

藤 

沼 

宏 

次 
 

同 
 

幸
手
市
大
字
神
明
内
二
百
五
十
六
番
地
一 

 

同 
 

坂 

田 

修 

一 
 

同 
 

羽
生
市
大
字
北
荻
島
七
百
十
番
地 

 

同 
 

野 

本 

陽 

一 
 

同 
 

加
須
市
久
下
三
丁
目
四
百
三
十
一
番
地 

 

同 
 

丸 

山 

辰 

夫 
 

同 
 

加
須
市
中
渡
六
十
番
地
一 

 

同 
 

吉 

岡 

榮 

市 
 

同 
 

羽
生
市
大
字
秀
安
百
十
五
番
地 

 

監
事 

山 

田 

加 

藏 
 

同 
 

久
喜
市
栗
橋
千
四
百
五
番
地 

 

同 
 

岡 

田 

利 

彦 
 

同 
 

三
郷
市
上
彦
名
二
百
四
十
六
番
地 

 

同 
 

齊 

藤 

忠 

男 
 

同 
 

吉
川
市
大
字
八
子
新
田
七
百
五
十
五
番
地 

二 

退
任 

 
 

職
名 

 

氏 
 

 

名 
 

 
 

 

住 
 

 
 

 

所 

 

理
事 

林 
 

 

成 

夫 
 

埼
玉
県
吉
川
市
大
字
三
輪
野
江
千
四
百
三
十
番
地 

 

同 
 

豊 

田 

昭 

彦 
 

同 
 

草
加
市
柿
木
町
七
百
二
十
四
番
地 

 

同 
 

岸 
 

 

親 

義 
 

同 
 

北

飾
郡
杉
戸
町
大
字
北
蓮
沼
三
百
五
十
二
番
地
一 

 

同 
 

齊 

藤 

忠 

男 
 

同 
 

吉
川
市
大
字
八
子
新
田
七
百
五
十
五
番
地 

 

同 
 

藤 

沼 

宏 

次 
 

同 
 

幸
手
市
大
字
神
明
内
二
百
五
十
六
番
地
一 

 

同 
 

山 

田 

達 

雄 
 

同 
 

久
喜
市
中
里
五
十
二
番
地 

 

同 
 

野 

本 

陽 

一 
 

同 
 

加
須
市
久
下
三
丁
目
四
百
三
十
一
番
地 

 

同 
 

金 

井 

榮 

治 
 

同 
 

久
喜
市
佐
間
四
百
八
十
四
番
地 

 

同 
 

蓮 

見 
 

 

功 
 

同 
 

加
須
市
琴
寄
八
百
二
十
四
番
地 

 

監
事 

奥 

貫 

榮 

市 
 

同 
 

幸
手
市
平
須
賀
一
丁
目
二
百
十
七
番
地 

 

同 
 

岡 

田 

利 

彦 
 

同 
 

三
郷
市
上
彦
名
二
百
四
十
六
番
地 



 

同 
 

坂 

田 

修 

一 
 

同 
 

羽
生
市
北
荻
島
七
百
十
番
地 

 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
十
九
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
さ
い
た
ま
市
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受

け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

さ
い
た
ま
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
数
値
地
形
図
デ
ー
タ
更
新
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

さ
い
た
ま
市
全
域 

四 

作
業
期
間 

 
 

令
和
元
年
五
月
二
十
七
日
か
ら
令
和
二
年
二
月
二
十
八
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
青
梅
市
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た

の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

青
梅
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

入
間
市
大
字
木
蓮
寺 

四 

作
業
期
間 

 
 

令
和
元
年
六
月
二
十
四
日
か
ら
令
和
二
年
二
月
二
十
八
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
一
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
宮
代
町
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た

の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

宮
代
町 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
空
中
写
真
撮
影
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

宮
代
町
全
域 

四 

作
業
期
間 

 
 

令
和
元
年
十
月
一
日
か
ら
令
和
二
年
三
月
二
十
九
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
二
号 

 
埼
玉
県
証
紙
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
三
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
埼
玉
県
証
紙
指
定
売
り
さ
ば
き
人
の
指
定
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。 

 
 

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

埼
玉
県
証
紙
指
定
売
り
さ
ば
き
人
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
入
間
市
小
谷
田
一
丁
目
十
七
番
十
九
号 

 
 

小
山 

文
彦 

二 

取
消
年
月
日 

 
 

令
和
元
年
五
月
二
十
七
日 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
三
号 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り

一
般
競
争
入
札
に
付
す
る
。 

 
 

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 



１ 調達内容 

 ⑴ 購入等件名及び数量 

   ヘリコプターエンジン（プラット・アンド・ホイットニー・カナダ式ＰＷ206

Ｃ型）オーバーホール請負 一式 

 ⑵ 調達案件の仕様等 

   入札説明書及び仕様書による。 

 ⑶ 履行期間 

   契約締結日から令和元年12月27日（金）まで 

 ⑷ 履行場所 

埼玉県警察本部地域部地域総務課長が指定する場所 

 ⑸ 入札方法 

   本件入札は、「埼玉県電子入札共同システム」により行う。ただし、同シス

テムの利用者登録をしていない者については、紙媒体による入札書の郵送又は

持参による入札も認める。 

   なお、落札決定に当たっては、入札書に入力され、又は記載された金額に当

該金額の10パーセントに相当する額を加算した金額（当該金額に１円未満の端

数があるときは、その端数金額を切り捨てるものとする。）をもって落札金額

とするので、入札者は、消費税及び地方消費税に係る課税事業者であるか免税

事業者であるかを問わず、見積もった契約金額の110分の100に相当する金額を

入札書に入力し、又は記載すること。 

２ 競争入札参加資格 

 ⑴ 地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の４の規定に該当しない者

であること。 

 ⑵ 物品の買入れ等に係る入札参加資格に関する告示（平成30年埼玉県告示第857

号）に基づき、「催物、映画及び広告の企画・製作並びにその他役務」のＡ等

級に格付けされた者で、営業品目が「大分類：その他の業務、小分類：ヘリコ

プター点検・整備等業務」に登録された者であること。 

 ⑶ 本件入札の公告日から落札決定までの期間に、埼玉県の契約に係る入札参加

停止等の措置要綱（平成21年３月31日付け入審第513号）に基づく入札参加停

止措置を受けていない者であること。 

 ⑷ 本件入札の公告日から落札決定までの期間に、埼玉県の契約に係る暴力団排

除措置要綱（平成21年４月１日付け入審第97号）に基づく入札参加除外措置を

受けていない者であること。 

 ⑸ 調達案件について、仕様書等に示す各要求事項に適合することを認められた



者であること（詳細は、入札説明書及び仕様書による。）。 

３ 入札書の提出場所等 

 ⑴ 紙媒体の入札書を郵送し、又は持参する場合の提出場所、契約条項を示す場

所、入札説明書の交付場所及び問合せ先 

   〒330-8533 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目15番１号 埼玉県警察本部 

  総務部財務局会計課調度第一係 平野 電話048-832-0110 内線2243 

 ⑵ 入札説明書の交付方法 

  ア 「埼玉県電子入札共同システム」による場合 

    埼玉県ホームページを開き、「電子入札総合案内」を選択して、「入札情

報公開システム」からダウンロードすること。 

  イ 紙媒体による場合  

    上記⑴の交付場所において交付する（事前に電話により連絡すること。）。 

 ⑶ 仕様書の交付方法 

   次の交付場所において交付する（事前に電話により連絡すること。）。 

   〒350-1324 埼玉県狭山市稲荷山２丁目３番地 埼玉県警察本部地域部地域

総務課航空隊航空整備係 電話04-2956-5831  

 ⑷ 入札書受付期間 

  ア 「埼玉県電子入札共同システム」を使用する場合 

    競争入札参加資格の確認を得た日から令和元年８月８日（木）午前10時20

分まで 

  イ 紙媒体の入札書を郵送し、又は持参する場合 

   (ｱ) 郵送の場合 

     競争入札参加資格の確認を得た日から令和元年８月７日（水）午後５時

まで 

     なお、書留郵便によること。 

   (ｲ) 持参の場合 

     競争入札参加資格の確認を得た日から令和元年８月８日（木）午前10時

20分まで 

 ⑸ 開札の場所及び日時 

   埼玉県警察本部総務部財務局会計課 令和元年８月８日（木）午前10時30分 

４ その他 

 ⑴ 契約手続において使用する言語及び通貨 

   日本語及び日本国通貨 

 ⑵ 入札保証金及び契約保証金 



  ア 入札保証金 

    入札者は、見積もった契約金額に入札保証金の率（100分の５以上）を乗じ

た額を納付するものとする。ただし、埼玉県財務規則（昭和39年埼玉県規則

第18号。以下「財務規則」という。）第93条第２項の規定に該当する場合は、

免除する。 

  イ 契約保証金 

    契約の相手方は、契約金額に契約保証金の率（100分の10以上）を乗じた額

を納付するものとする。ただし、財務規則第81条第２項の規定に該当する場

合は、免除する。 

 ⑶ 入札者に要求される事項 

   この一般競争入札への参加を希望する者は、入札説明書に示す必要な書類を

次のいずれかの方法で令和元年８月２日（金）午後３時までに提出し、競争入

札参加資格（上記２⑸に定める競争入札参加資格を除く。）の確認を得なけれ

ばならない。また、入札事務の担当者から、提出した書類に関し説明を求めら

れた場合は、それに応じなければならない。 

  ア 「埼玉県電子入札共同システム」により確認申請する。 

  イ 紙媒体の書類を上記３⑴の提出場所に郵送し、又は持参する。 

 ⑷ 入札の無効 

   次に掲げる入札書は、無効とする。 

  ア この公告に示した競争入札参加資格のない者の提出した入札書 

  イ 入札者に求められる義務を履行しなかった者の提出した入札書 

  ウ 財務規則第97条又は埼玉県の物品等又は特定役務の調達手続の特例を定め

る規則（平成７年埼玉県規則第106号）第９条の規定に該当する入札書 

 ⑸ 契約書作成の要否 

   要 

 ⑹ 落札者の決定方法 

   財務規則第94条の規定に基づいて定められた予定価格の制限の範囲内で最低

の価格をもって有効な入札を行った者を落札者とする。 

 ⑺ 手続における交渉の有無 

   無 

 ⑻ 競争入札参加資格の付与 

   上記２⑵に定める競争入札参加資格のない者で入札を希望するものは、埼玉

県ホームページを開き、「電子入札総合案内」を選択して、「競争入札参加資

格申請受付システム」から登録申請を行い、受付票その他の登録に必要な書類



を令和元年７月５日（金）までに埼玉県総務部入札審査課審査担当（〒330-9301 

   埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目15番１号 電話048-830-5775（直通））

へ送付すること。 

 ⑼ 支払条件 

   発注者埼玉県は、適法な代金請求書を受理した日から30日以内に当該代金を

受注者に支払うものとする。 

 ⑽ その他詳細は、入札説明書及び仕様書による。 

５ Summary 

  ⑴   Nature and quantity of the products to be purchased: Contract of 

Helicopter Engine Overhaul（Pratt & Whitney Canada, PW206C） 

  ⑵   Time‐ limit for tender:By the electronic tender system;10:20 a.m. 

August 8, 2019 By mail;5:00 p.m. August 7,2019 In person;10:20 a.m. August 

8, 2019 

  ⑶   Contact point for the notice: Property Management Group, Finance 

Division, Finance Bureau, General Affairs Department, Saitama Pre- 

fectural Police Headquarters, 3-15-1 Takasago, Urawa-ku, Saitama-shi, 

Saitama-ken 330-8533, Telephone 048-832-0110 Ext.2243 
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１ 調達内容 

 ⑴ 購入等件名及び数量 

   非常時映像伝送システムの賃貸借 ２セット 

 ⑵ 調達案件の仕様等 

   入札説明書及び仕様書による。 

 ⑶ 履行期間 

   １セットについては令和元年11月１日（金）から令和６年10月31日（木）ま

で、１セットについては令和２年２月１日（土）から令和６年10月31日（木）

まで。ただし、翌年度以降において、歳入歳出予算の当該契約の金額について

減額又は削除があった場合は、当該契約を解除する。 

 ⑷ 納入場所 

埼玉県警察本部警備部オリンピックパラリンピック対策課長が指定する場所 

 ⑸ 入札方法 

   本件入札は、「埼玉県電子入札共同システム」により行う。ただし、同シス

テムの利用者登録をしていない者については、紙媒体による入札書の郵送又は

持参による入札も認める。また、入札金額については、履行期間全体の総価を

入力し、又は記載すること。 

   なお、落札決定に当たっては、入札書に入力され、又は記載された金額に当

該金額の10パーセントに相当する額を加算した金額（当該金額に１円未満の端

数があるときは、その端数金額を切り捨てるものとする。）をもって落札金額

とするので、入札者は、消費税及び地方消費税に係る課税事業者であるか免税

事業者であるかを問わず、見積もった契約金額の110分の100に相当する金額を

入札書に入力し、又は記載すること。 

２ 競争入札参加資格 

 ⑴ 地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の４の規定に該当しない者

であること。 

 ⑵ 物品の買入れ等に係る入札参加資格に関する告示（平成30年埼玉県告示第857

号）に基づき、業種区分「物品の賃貸」のＡ等級に格付けされた者であること。 

 ⑶ 本件入札の公告日から落札決定までの期間に、埼玉県の契約に係る入札参加

停止等の措置要綱（平成21年３月31日付け入審第513号）に基づく入札参加停止

措置を受けていない者であること。 

 ⑷ 本件入札の公告日から落札決定までの期間に、埼玉県の契約に係る暴力団排

除措置要綱（平成21年４月１日付け入審第97号）に基づく入札参加除外措置を

受けていない者であること。 



 ⑸ 納入しようとする物品が仕様書等に示す各要求事項に適合することを認めら

れた者であること（詳細は、入札説明書及び仕様書による。）。 

３ 入札書の提出場所等 

 ⑴ 紙媒体の入札書を郵送し、又は持参する場合の提出場所、契約条項を示す場

所、入札説明書の交付場所及び問合せ先 

   〒330-8533 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目15番１号 埼玉県警察本部 

  総務部財務局会計課調度第一係 平野 電話048-832-0110 内線2245 

 ⑵ 入札説明書の交付方法 

  ア 「埼玉県電子入札共同システム」による場合 

    埼玉県ホームページを開き、「電子入札総合案内」を選択して、「入札情

報公開システム」からダウンロードすること。 

  イ 紙媒体による場合 

    上記⑴の交付場所において交付する（事前に電話により連絡すること。）。 

 ⑶ 仕様書の交付方法 

   次の交付場所において交付する（事前に電話により連絡すること。）。 

   〒330-8533 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目15番１号 埼玉県警察本部

警備部オリンピックパラリンピック対策課テロ対策調整係 電話048-832-0110 

   内線5983 

 ⑷ 入札書受付期間 

  ア 「埼玉県電子入札共同システム」を使用する場合 

    競争入札参加資格の確認を得た日から令和元年８月９日（金）午前10時20

分まで 

  イ 紙媒体の入札書を郵送し、又は持参する場合 

   (ｱ) 郵送の場合 

     競争入札参加資格の確認を得た日から令和元年８月８日（木）午後５時

まで 

     なお、書留郵便によること。 

   (ｲ) 持参の場合 

     競争入札参加資格の確認を得た日から令和元年８月９日（金）午前10時

20分まで 

 ⑸ 開札の場所及び日時 

   埼玉県警察本部総務部財務局会計課 令和元年８月９日（金）午前10時25分 

４ その他 

 ⑴ 契約手続において使用する言語及び通貨 



   日本語及び日本国通貨 

 ⑵ 入札保証金及び契約保証金 

  ア 入札保証金 

    入札者は、見積もった契約金額に入札保証金の率（100分の５以上）を乗じ

た額を納付するものとする。ただし、埼玉県財務規則（昭和39年埼玉県規則

第18号。以下「財務規則」という。）第93条第２項の規定に該当する場合は、

免除する。 

  イ 契約保証金 

    契約の相手方は、契約金額に契約保証金の率（100分の10以上）を乗じた額

を納付するものとする。ただし、財務規則第81条第２項の規定に該当する場

合は、免除する。 

 ⑶ 入札者に要求される事項 

   この一般競争入札への参加を希望する者は、入札説明書に示す必要な書類を

次のいずれかの方法で令和元年８月２日（金）午後５時までに提出し、競争入

札参加資格（上記２⑸に定める競争入札参加資格を除く。）の確認を得なけれ

ばならない。また、入札事務の担当者から、提出した書類に関し説明を求めら

れた場合は、それに応じなければならない。 

  ア 「埼玉県電子入札共同システム」により確認申請する。 

  イ 紙媒体の書類を上記３⑴の提出場所に郵送し、又は持参する。 

 ⑷ 入札の無効 

   次に掲げる入札書は、無効とする。 

  ア この公告に示した競争入札参加資格のない者の提出した入札書 

  イ 入札者に求められる義務を履行しなかった者の提出した入札書 

  ウ 財務規則第97条又は埼玉県の物品等又は特定役務の調達手続の特例を定め

る規則（平成７年埼玉県規則第106号）第９条の規定に該当する入札書 

 ⑸ 契約書作成の要否 

   要 

 ⑹ 落札者の決定方法 

   財務規則第94条の規定に基づいて定められた予定価格の制限の範囲内で最低

の価格をもって有効な入札を行った者を落札者とする。 

 ⑺ 手続における交渉の有無 

   無 

 ⑻ 競争入札参加資格の付与 

   上記２⑵に定める競争入札参加資格のない者で入札を希望するものは、埼玉



県ホームページを開き、「電子入札総合案内」を選択して、「競争入札参加資

格申請受付システム」から登録申請を行い、受付票その他の登録に必要な書類

を令和元年７月５日（金）までに埼玉県総務部入札審査課審査担当（〒330-9301 

   埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目15番１号 電話048-830-5775（直通））

へ送付すること。 

 ⑼ 支払条件 

   発注者埼玉県は、適法な代金請求書を受理した日から30日以内に当該代金を

受注者に支払うものとする。 

 ⑽ その他詳細は、入札説明書及び仕様書による。 

５ Summary 

  ⑴ Nature and quantity of the products to be purchased: A Lease of 

Emergency Video Transmission System 

 ⑵ Time‐limit for tender: By the electronic tender system; 10:20 a.m. 

August 9, 2019 By mail; 5:00 p.m. August 8, 2019 In person; 10:20 a.m. 

August 9, 2019 

  ⑶ Contact point for the notice: Property Management Group, Finance 

Division, Finance Bureau, General Affairs Department, Saitama Pre- 

    fectural Police Headquarters, 3-15-1 Takasago, Urawa-ku, Saitama-shi, 

Saitama-ken 330-8533, Telephone 048-832-0110 Ext.2245 
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１ 調達内容 

 ⑴ 購入等件名及び数量 

  ア レーダー式速度測定装置（定置式） ３セット 

  イ 光電式速度測定装置（定置式）   10セット 

 ⑵ 調達案件の仕様等 

   入札説明書及び仕様書による。 

 ⑶ 納入期限 

   令和２年１月31日（金） 

 ⑷ 納入場所 

埼玉県警察本部交通部交通指導課長が指定する場所 

 ⑸ 入札方法 

   本件入札は、「埼玉県電子入札共同システム」により行う。ただし、同シス

テムの利用者登録をしていない者については、紙媒体による入札書の郵送又は

持参による入札も認める。 

   なお、落札決定に当たっては、入札書に入力され、又は記載された金額に当

該金額の10パーセントに相当する額を加算した金額（当該金額に１円未満の端

数があるときは、その端数金額を切り捨てるものとする。）をもって落札金額

とするので、入札者は、消費税及び地方消費税に係る課税事業者であるか免税

事業者であるかを問わず、見積もった契約金額の110分の100に相当する金額を

入札書に入力し、又は記載すること。 

２ 競争入札参加資格 

 ⑴ 地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の４の規定に該当しない者

であること。 

 ⑵ 物品の買入れ等に係る入札参加資格に関する告示（平成30年埼玉県告示第857

号）に基づき、業種区分「物品の販売」のＡ等級、Ｂ等級又はＣ等級に格付け

された者であること。 

 ⑶ 本件入札の公告日から落札決定までの期間に、埼玉県の契約に係る入札参加

停止等の措置要綱（ 平成21年３月31日付け入審第513号） に基づく入札参加停

止措置を受けていない者であること。 

 ⑷ 本件入札の公告日から落札決定までの期間に、埼玉県の契約に係る暴力団排

除措置要綱（平成21年４月１日付け入審第97号）に基づく入札参加除外措置を

受けていない者であること。 

 ⑸ 納入しようとする物品が仕様書等に示す各要求事項に適合することを認めら

れた者であること（詳細は、入札説明書及び仕様書による。）。 



３ 入札書の提出場所等 

 ⑴ 紙媒体の入札書を郵送し、又は持参する場合の提出場所、契約条項を示す場

所、入札説明書の交付場所及び問合せ先 

   〒330-8533 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目15番１号 埼玉県警察本部 

  総務部財務局会計課調度第一係 平野 電話048-832-0110 内線2245 

 ⑵ 入札説明書の交付方法 

  ア 「埼玉県電子入札共同システム」による場合 

    埼玉県ホームページを開き、「電子入札総合案内」を選択して、「入札情

報公開システム」からダウンロードすること。 

  イ 紙媒体による場合 

    上記⑴の交付場所において交付する（事前に電話により連絡すること。）。 

 ⑶ 仕様書の交付方法 

   次の交付場所において交付する（事前に電話により連絡すること。）。 

   〒330-8533 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目15番１号 埼玉県警察本部

交通部交通指導課取締企画係 電話048-832-0110 内線5333 

 ⑷ 入札書受付期間 

  ア 「埼玉県電子入札共同システム」を使用する場合 

    競争入札参加資格の確認を得た日から令和元年８月９日（金）午前10時25

分まで 

  イ 紙媒体の入札書を郵送し、又は持参する場合 

   (ｱ) 郵送の場合 

     競争入札参加資格の確認を得た日から令和元年８月８日（木）午後５時

まで 

     なお、書留郵便によること。 

   (ｲ) 持参の場合 

     競争入札参加資格の確認を得た日から令和元年８月９日（金）午前10時

25分まで 

 ⑸ 開札の場所及び日時 

   埼玉県警察本部総務部財務局会計課 令和元年８月９日（金）午前10時30分 

４ その他 

 ⑴ 契約手続において使用する言語及び通貨 

   日本語及び日本国通貨 

 ⑵ 入札保証金及び契約保証金 

  ア 入札保証金 



    入札者は、見積もった契約金額に入札保証金の率（100分の５以上）を乗じ

た額を納付するものとする。ただし、埼玉県財務規則（昭和39年埼玉県規則

第18号。以下「財務規則」という。）第93条第２項の規定に該当する場合は、

免除する。 

  イ 契約保証金 

    契約の相手方は、契約金額に契約保証金の率（100分の10以上）を乗じた額

を納付するものとする。ただし、財務規則第81条第２項の規定に該当する場

合は、免除する。 

 ⑶ 入札者に要求される事項 

   この一般競争入札への参加を希望する者は、入札説明書に示す必要な書類を

次のいずれかの方法で令和元年８月２日（金）午後５時までに提出し、競争入

札参加資格（上記２⑸に定める競争入札参加資格を除く。）の確認を得なけれ

ばならない。また、入札事務の担当者から、提出した書類に関し説明を求めら

れた場合は、それに応じなければならない。 

  ア 「埼玉県電子入札共同システム」により確認申請する。 

  イ 紙媒体の書類を上記３⑴の提出場所に郵送し、又は持参する。 

 ⑷ 入札の無効 

   次に掲げる入札書は、無効とする。 

  ア この公告に示した競争入札参加資格のない者の提出した入札書 

  イ 入札者に求められる義務を履行しなかった者の提出した入札書 

  ウ 財務規則第97条又は埼玉県の物品等又は特定役務の調達手続の特例を定め

る規則（平成７年埼玉県規則第106号）第９条の規定に該当する入札書 

 ⑸ 契約書作成の要否 

   要 

 ⑹ 落札者の決定方法 

   財務規則第94条の規定に基づいて定められた予定価格の制限の範囲内で最低

の価格をもって有効な入札を行った者を落札者とする。 

 ⑺ 手続における交渉の有無 

   無 

 ⑻ 競争入札参加資格の付与 

   上記２⑵に定める競争入札参加資格のない者で入札を希望するものは、埼玉

県ホームページを開き、「電子入札総合案内」を選択して、「競争入札参加資

格申請受付システム」から登録申請を行い、受付票その他の登録に必要な書類

を令和元年７月５日（金）までに埼玉県総務部入札審査課審査担当（〒330-9301 



   埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目15番１号 電話048-830-5775（直通））

へ送付すること。 

 ⑼ 支払条件 

   発注者埼玉県は、適法な代金請求書を受理した日から30日以内に当該代金を

受注者に支払うものとする。 

 ⑽ 特記事項 

   本件入札は、入札の結果、落札者との契約の締結について、議会の議決に付

すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和39年埼玉県条例第15号）

に基づき、県議会の議決に付さなければならない契約となる場合には、落札者

と仮契約を取り交わし、県議会の議決後に本契約を締結する。 

   なお、落札決定から本契約までの間に埼玉県の契約に係る入札参加停止等の

措置要綱第３条の規定による入札参加停止措置を受けた者は、本契約を締結で

きない（契約辞退を申し出るものとする。）。 

 ⑾ その他詳細は、入札説明書及び仕様書による。 

５ Summary 

 ⑴ Nature and quantity of the products to be purchased: Purchase of two 

items such as photo radar device (stationary) and the other 

 ⑵ Time‐limit for tender: By the electronic tender system; 10:25 a.m. 

August 9, 2019 By mail; 5:00 p.m. August 8, 2019 In person; 10:25 a.m. 

August 9, 2019 

  ⑶ Contact point for the notice: Property Management Group, Finance 

Division, Finance Bureau, General Affairs Department, Saitama Pre- 

fectural Police Headquarters, 3-15-1 Takasago, Urawa-ku, Saitama-shi, 

Saitama-ken 330-8533, Telephone 048-832-0110 Ext.2245 
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と
お
り
特
約
業
者
の
指
定
を
取
り
消
し
た
。 

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
熊
谷
県
税
事
務
所
長 

山 

崎 

高 

章 

指

定

取

消

年

月

日 

主
た
る
事
務
所
又
は 

事

業

所

の

所

在

地 

代

表

者

の

氏

名

 

氏

名

又

は

名

称

 

令
和
元
年
五
月
三
十
一
日 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川
町
大
字
下
阿
久
原
八
百
十
七
番
地
十
五 

代
表
取
締
役 

貫
井 

二
郎 

有
限
会
社
貫
井
石
油 



告

示 

埼
玉
県
議
会
議
長
告
示
第
一
号 

 
平
成
十
八
年
埼
玉
県
議
会
告
示
第
一
号
（
公
文
書
の
写
し
の
交
付
に
要
す
る
費
用
等
を
定
め
る

告
示
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
元
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
議
会
議
長 

神 

尾 

髙 

善 

別
表
中
「 

 
 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

 

」
に
改
め
る
。 

日
本
工
業
規
格

 
日
本
産
業
規
格

 



告

示 

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
告
示
第
一
号 

 
平
成
二
十
二
年
流
域
下
水
道
事
業
告
示
第
二
号
（
埼
玉
県
情
報
公
開
条
例
に
よ
る
公
文
書

の
写
し
の
交
付
を
求
め
る
者
が
負
担
す
べ
き
費
用
等
を
定
め
る
告
示
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
し
、
令
和
元
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
下
水
道
事
業
管
理
者 

砂 

川 

裕 

紀 

 

別
表
第
三
号
中
「 

 
 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

 

」
に
改
め
る
。 

日
本
工
業
規
格

 
日
本
産
業
規
格

 



告

示 

埼
玉
県
選
管
告
示
第
十
三
号 

 
公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
五
十
五
条
第
二
項
及
び
第
四
項

第
二
号
（
他
の
政
令
に
お
い
て
準
用
し
、
又
は
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
不
在
者

投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
か
ら
、
次
の
と
お
り
名
称
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

細 

田 

德 

治 
 

 
 

   

旧 新 

 

獨
協
医
科
大
学
越
谷
病
院 

獨
協
医
科
大
学
埼
玉
医
療
セ
ン
タ
ー 

施
設
の
開
設
主
体
及
び
名
称 

埼
玉
県
越
谷
市 

南
越
谷
二
丁
目
一
番
五
十
号 

所 
 

在 
 

地 



告

示 

埼
玉
県
選
管
告
示
第
十
四
号 

 
公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
五
十
五
条
第
二
項
及
び
第
四
項

第
二
号
（
他
の
政
令
に
お
い
て
準
用
し
、
又
は
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
不
在
者

投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
次
の
施
設
に
つ
き
、
そ
の
指
定
を
解
除
し
た
。 

 
 

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

細 

田 

德 

治 
 

 
 

  

病
院 

種 

別 

社
会
医
療
法
人
至
仁
会 

日
高
日
生
病
院 

施
設
の
開
設
主
体
及
び
名
称 

埼
玉
県
日
高
市
高
萩
千
六
百
十
九
番
地 

所 
 

在 
 

地 



告

示 

埼
玉
県
監
査
委
員
告
示
第
三
号 

 
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
百
九
十
九
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第

四
項
の
規
定
に
基
づ
き
監
査
を
執
行
し
た
の
で
、
同
条
第
九
項
の
規
定
に
基
づ
く
監
査
の
結
果
に

関
す
る
報
告
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。 

 
 

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
監
査
委
員 

山 

本 

光 

紀 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
監
査
委
員 

佐 

野 

勝 

正 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
監
査
委
員 

高 

橋 

政 

雄 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
監
査
委
員 

新 

井 

一 

徳 



１ 監査結果に関する報告 

 (１) 監査の対象事務 

    平成２９年度・平成３０年度における財務に関する事務の執行、経営に係る事

業の管理及びその他の事務の執行 

 

 (２) 監査の対象機関 １１６機関 

所管部局 監 査 対 象 機 関 

企画財政部 県央地域振興センター 

総務部 上尾県税事務所、朝霞県税事務所、飯能県税事務所、東松山県税事務所 

行田県税事務所 

環境部 東松山環境管理事務所、越谷環境管理事務所 

福祉部 東部中央福祉事務所、西部福祉事務所、中央児童相談所、所沢児童相談

所 

保健医療部  東松山保健所、坂戸保健所 

産業労働部 計量検定所 

農林部 さいたま農林振興センター、川越農林振興センター、東松山農林振興セ

ンター、大里農林振興センター、熊谷家畜保健衛生所、茶業研究所、 

水産研究所 

教育局 南部教育事務所、東部教育事務所、総合教育センター、総合教育センタ

ー江南支所、歴史と民俗の博物館、さきたま史跡の博物館、伊奈学園中

学校、上尾高等学校、上尾鷹の台高等学校、上尾橘高等学校、上尾南高

等学校、朝霞高等学校、朝霞西高等学校、いずみ高等学校、伊奈学園総

合高等学校、入間向陽高等学校、浦和高等学校、浦和北高等学校、浦和

工業高等学校、浦和商業高等学校、大宮東高等学校、大宮武蔵野高等学

校、桶川西高等学校、越生高等学校、春日部工業高等学校、春日部女子

高等学校、北本高等学校、久喜高等学校、久喜工業高等学校、熊谷工業

高等学校、熊谷商業高等学校、熊谷西高等学校、鴻巣高等学校、越谷北

高等学校、越谷総合技術高等学校、越谷西高等学校、越谷東高等学校、 

坂戸西高等学校、幸手桜高等学校、狭山経済高等学校、狭山工業高等学

校、狭山清陵高等学校、狭山緑陽高等学校、白岡高等学校、鶴ヶ島清風

高等学校、常盤高等学校、所沢商業高等学校、所沢中央高等学校、所沢

西高等学校、豊岡高等学校、滑川総合高等学校、蓮田松韻高等学校、鳩

山高等学校、羽生実業高等学校、飯能高等学校、飯能南高等学校、日高

高等学校、不動岡高等学校、松山高等学校、松山女子高等学校、宮代高

等学校、妻沼高等学校、八潮高等学校、与野高等学校、和光高等学校、 

上尾かしの木特別支援学校、入間わかくさ高等特別支援学校、浦和特別

支援学校、特別支援学校大宮ろう学園、春日部特別支援学校、行田特別



 

 (３) 監査実施日 

    平成３１年１月８日～平成３１年２月５日 

 

 (４) 監査の実施方針 

    事務の執行について、正確性、合規性はもとより、最少の経費で最大の効果を

あげているかという経済性、効率性及び有効性の観点から検証 

 

 (５) 監査の結果 

  ア 指摘事項  

    財務に関する事務の執行及び経営に係る事業の管理並びに事務の執行（以下「事

務事業の執行等」という。）が、次の各号のいずれかに該当すると認められるもの 

   (ア)事務事業の執行等に重大な誤りがあったため、当該事業の是正や今後の改善

が必要と認められるもの 

   (イ)事務事業の執行等において、その効果が極めて不十分なため抜本的な改善が

必要と認められるもの 

 

  イ 注意事項 

    事務事業の執行等が次の各号のいずれかに該当すると認められるもの 

   (ア)事務事業の執行等に誤りがあったため、当該事務の是正や今後の改善が必要

と認められるもの 

   (イ)事務事業の執行等において、その効果が不十分なため一層の改善、工夫が必

要と認められるもの 

 

 監査において指摘事項又は注意事項として認められたものは、次のとおりであった。 

 ア 指摘事項 

   該当なし 

 

 

 

 

支援学校、越谷特別支援学校、特別支援学校坂戸ろう学園、狭山特別支

援学校、蓮田特別支援学校、東松山特別支援学校、宮代特別支援学校、

和光南特別支援学校 

警察本部 警察学校、大宮警察署、大宮西警察署、朝霞警察署、上尾警察署、西入

間警察署、飯能警察署、東松山警察署、小川警察署、熊谷警察署、行田

警察署、春日部警察署、越谷警察署、幸手警察署、杉戸警察署、吉川警

察署 



 イ 注意事項 

機関・職制名 監 査 の 結 果 

県土整備部 越谷県土整備事

務所 

 平成 29 年 8 月に締結した「社会資本整備総合交付金

（改築）整備工事[基盤創造]（用地取得あっせん業務

委託）」の協定において、次の点で不適切であった。 

１ 業務が協定の履行期限内に完了していないにもか  

 かわらず、履行期限の延長などの必要な手続を行っ 

 ていなかった。 

２ 履行期限経過後、成果品の補正に不測の日数を要 

 した上、補正完了後の完了検査も２か月あまり遅延 

 した。 

警察本部 警察学校  平成 29年度の「警察学校空調機器保守管理業務委託」

について、契約相手方から業務の再委託は行わないと

の報告を受けていたが、四半期ごとの業務完了報告書

には再委託の事実が確認できる書類が添付されており、

契約で定めている承諾手続を行っていなかったことは、

不適切であった。 

警察本部 大宮西警察署  平成 30 年度の「一般廃棄物処理業務委託契約」につ

いて、業務内容の追加を目的とする変更契約を締結し

た際、当初契約の別紙支払内訳書と仕様書の業務内容

を変更したが、契約書第６条に規定する契約金額及び

年度別支払内訳を変更しなかったことは、不適切であ

った。 

 

 



告

示 

埼
玉
県
監
査
委
員
告
示
第
四
号 

 
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
百
九
十
九
条
第
十
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
埼
玉
県
知
事
及
び
埼
玉
県
教
育
委
員
会
か
ら
監
査
の
結
果
に
よ
り
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知

が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。 

 
 

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
監
査
委
員 

山 

本 

光 

紀 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
監
査
委
員 

佐 

野 

勝 

正 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
監
査
委
員 

高 

橋 

政 

雄 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
監
査
委
員 

新 

井 

一 

徳 
 



１ 監査の結果「指摘」とした事項 

対 象 機 関 
監査結果の公表年月

日（県報の号数） 
監 査 の 結 果 講 じ た 措 置 

産業労働

部 

産業技術

総合セン

ター 

平成31年3月1日 

（第3084号） 

平成29年度の「電子線マイクロアナライザ（JXA-8530F）保守委託」

について、契約及び支出に関する文書の所在が不明であり、確認できな

かったことは、不適切であった。 

 再発防止に向けて以下の取組を行った。 

１ 職員の意識改善 

  職場内研修（平成30年12月17日～20日にかけ計5回）を開催し、セ  

 ンター長が「重大事故の再発防止」のための意識付け・注意喚起を図る 

 とともに、財務文書の取扱いについてルールを明確にした。 

  また、副センター長が職員全員と個別に面談し、今回の文書紛失事故 

 の重大性を認識させるとともに、文書紛失以外にも情報流出等を発生さ 

 せないよう意識付けを行った。 

  さらに、今回の問題をセンター職員全員が重く受け止めるため、各担 

 当で日々の文書管理・情報管理の問題点・改善策について検討を行った。 

 その結果、定期的な業務点検の必要性を再確認し、実施徹底することと 

 した。 

 

２ 再発防止システムの整備 

  財務関係書類の管理を徹底するため、ファイリングキャビネットは常 

 時施錠することとし、文書の閲覧・貸出に当たっては、貸出簿へ記入す 

 ることにより文書の所在や使用状況等を明らかにした。 

  また、財務文書の取扱いについて、処理段階ごとの責任者を明確にし、 

 責任者の意識向上を図った。 

  さらに、電子化した文書をパソコンで容易に閲覧できるようにするこ 

 とで、紙媒体の参照頻度を減らし、紙文書紛失に対するリスク管理を向 

 上させた。 

 

 

 

 

 



２ 監査の結果「注意」とした事項 

対 象 機 関 
監査結果の公表年月

日（県報の号数） 
監 査 の 結 果 講 じ た 措 置 

教育局 三郷特別

支援学校 

平成31年3月1日 

（第3084号） 

非常勤講師に対し勤務条件等を書面で交付しなければならないところ、

交付していなかったことは、不適切であった。 

 再発防止のため、「非常勤講師辞令交付時の確認チェックリスト」を作成

し、非常勤講師ごとにチェックを徹底することとした。 

 このチェックリストに基づき、非常勤講師の着任前日までに辞令及び勤

務条件通知書を準備し、複数の管理職で事前確認を行うこととした。 

 また、当日手交する際にも、複数の管理職が同席し、書類に漏れがない

か確認を行うこととした。 
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埼
玉
県
監
査
委
員
告
示
第
五
号 

 
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
百
九
十
九
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

監
査
を
執
行
し
た
の
で
、
同
条
第
九
項
に
基
づ
く
監
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
を
次
の
と
お
り
公

表
す
る
。 

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日 
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監 査 の 結 果 

 

１ 監査の概要 

（１）監査の対象団体及び実施時期 

   埼玉県が資本金等の４分の１以上を出資している団体（出資団体）、公の施設の指定管理者及 

  び補助金、負担金、貸付金、損失補償、利子補給、その他の財政的援助を与えている団体（補助 

  金等交付団体）について監査を実施するもので、このうち出資団体１０団体、指定管理者１７団 

  体２０施設、補助金等交付団体１６団体について、平成３０年９月から平成３１年２月までの間  

  に実施した。 

 

（２）監査の対象事項 

  ア 平成２９年度の出資団体における出納その他の事務 

  イ 平成２９年度の指定管理者による公の施設の管理業務に係る出納その他の事務 

  ウ 平成２９年度に埼玉県が交付した補助金等財政的援助に係る出納その他の事務 

 

２ 監査の結果 

  監査対象団体別の監査の結果は、次のとおりである。 

  なお、指摘事項及び注意事項以外の軽微な不当事項等については、監査対象団体及び所管部局に 

 その都度注意した。 

 ・ 指摘事項は、財務に関する事務の執行及び経営に係る事業の管理並びに事務の執行が違法又は 

  不当と認められるもののうち、総合的に勘案して重大であると認められるもの 

 ・ 注意事項は、違法又は不当と認められるもののうち、指摘事項及び軽微な事項に該当しないと 

  認められるもの 

 

（１） 出資団体 

 

 

監査対象団体 株式会社秩父開発機構 

所管部局 企画財政部 

監査実施日 
職員調査 平成３０年１２月１０日 

委員監査 平成３１年 １月２８日(書面） 

財政的援助等

の内容 

出資金 

 ・県の出資                  １２３，０００，０００円   

 ・団体の基本財産               ４８０，０００，０００円   

 ・県の出資割合                                ２５．６％   

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 

監査対象団体 埼玉新都市交通株式会社 

所管部局 企画財政部 

監査実施日 
職員調査 平成３０年 ９月 ３日 

委員監査 平成３０年１０月 ４日 

財政的援助等

の内容 

出資金 

 ・県の出資                  ７００，０００，０００円   

 ・団体の基本財産            ２，０００，０００，０００円   

 ・県の出資割合                                ３５．０％   

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

監査対象団体 公益財団法人いきいき埼玉 

所管部局 県民生活部 

監査実施日 
職員調査 平成３０年 ９月２５日 

委員監査 平成３０年１２月１４日 

財政的援助等

の内容 

出資金 

 ・県の出資                 ５０，０００，０００円   

 ・団体の基本財産              ８２，０００，０００円   

 ・県の出資割合                                ６１．０％ 

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 

監査対象団体 公益財団法人埼玉県芸術文化振興財団 

所管部局 県民生活部 

監査実施日 
職員調査 平成３０年 ９月 ７日 

委員監査 平成３０年１１月２６日 

財政的援助等

の内容 

出資金 

 ・県の出資                １００，０００，０００円   

 ・団体の基本財産             １００，０００，０００円   

 ・県の出資割合                               １００．０％ 

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 

監査対象団体 公益財団法人埼玉県消防協会 

所管部局 危機管理防災部 

監査実施日 
職員調査 平成３１年 １月１５日 

委員監査 平成３１年 ２月１５日(書面） 

財政的援助等

の内容 

出資金 

 ・県の出資                  １００，０００，０００円   

 ・団体の基本財産               ３１８，５３１，８２２円   

 ・県の出資割合                                ３１．４％   

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 

監査対象団体 社会福祉法人埼玉県社会福祉事業団 

所管部局 福祉部 

監査実施日 
職員調査 平成３０年 ９月１２日 

委員監査 平成３０年１０月２５日 

財政的援助等

の内容 

出資金 

 ・県の出資                   １０，０００，０００円   

 ・団体の基本財産              １０，０００，０００円   

 ・県の出資割合                              １００．０％   

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

監査対象団体 公益財団法人埼玉県産業文化センター 

所管部局 産業労働部 

監査実施日 
職員調査 平成３０年１１月 ５日 

委員監査 平成３０年１２月２６日(書面） 

財政的援助等

の内容 

出資金 

 ・県の出資                    ５０，０００，０００円   

 ・団体の基本財産               １５０，０００，０００円   

 ・県の出資割合                                   ３３．３％ 

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 

監査対象団体 埼玉県土地開発公社 

所管部局 県土整備部 

監査実施日 
職員調査 平成３１年 １月１０日 

委員監査 平成３１年 ２月１４日(書面） 

財政的援助等

の内容 

出資金 

 ・県の出資                  １００，０００，０００円   

 ・団体の基本財産             １００，０００，０００円   

 ・県の出資割合                              １００．０％   

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 

監査対象団体 公益財団法人埼玉県公園緑地協会 

所管部局 都市整備部 

監査実施日 
職員調査 平成３０年１０月１７日 

委員監査 平成３０年１２月１４日 

財政的援助等

の内容 

出資金 

 ・県の出資                  ４８，９００，０００円   

 ・団体の基本財産              ９７，８００，０００円   

 ・県の出資割合                               ５０．０％   

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 

監査対象団体 株式会社さいたまリバーフロンティア 

所管部局 企業局 

監査実施日 
職員調査 平成３１年 １月 ９日 

委員監査 平成３１年 ２月１５日(書面） 

財政的援助等

の内容 

出資金    

 ・県の出資                   ５８，０００，０００円   

 ・団体の基本財産              １３０，０００，０００円   

 ・県の出資割合                                ４４．６％   

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 



 

 

（２）指定管理者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

監査対象団体 公益財団法人埼玉県芸術文化振興財団 

所管部局 県民生活部 

監査実施日 
職員調査 平成３０年 ９月 ７日 

委員監査 平成３０年１１月２６日 

財政的援助等

の内容 

公の施設の指定管理業務委託料 

 彩の国さいたま芸術劇場             ８３２，１３８，０００円  

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 

監査対象団体 公益財団法人埼玉県体育協会・株式会社サイオー共同事業体 

所管部局 県民生活部 

監査実施日 
職員調査 平成３０年 ９月２１日 

委員監査 平成３０年１１月１５日 

財政的援助等

の内容 

公の施設の指定管理業務委託料 

 武道館                    １０８，９８２，０００円  

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 

監査対象団体 丹青社・日立ビルシステム共同事業体 

所管部局 危機管理防災部 

監査実施日 
職員調査 平成３０年 ９月１９日 

委員監査 平成３０年１０月２５日 

財政的援助等

の内容 

公の施設の指定管理業務委託料  

 埼玉県防災学習センター              ６９，５４５，０００円   

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 

監査対象団体 公益財団法人埼玉県生態系保護協会 

所管部局 環境部 

監査実施日 
職員調査 平成３０年１１月１３日 

委員監査 平成３０年１２月１９日(書面） 

財政的援助等

の内容 

公の施設の指定管理業務委託料        

 埼玉県自然学習センター・北本自然観察公園   ６３，９６０，０００円 

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

監査対象団体 社会福祉法人埼玉県社会福祉協議会 

所管部局 福祉部 

監査実施日 
職員調査 平成３０年１２月１１日 

委員監査 平成３１年 ２月 １日(書面） 

財政的援助等

の内容 

公の施設の指定管理業務委託料        

 埼玉県社会福祉総合センター        １０８，８１１，０００円  

監査の結果 

【注意事項】 

 平成 29 年度に契約した次の修繕工事について、契約額が 50 万円以上であるに

もかかわらず、経理規程に定める請書その他これに準ずる書面を徴取していなか

ったのは不適切であった。 

１ 吸収冷温水機回路洗浄塗装（契約額：993,600 円） 

２ 高性能フィルター交換修繕（４階北、５階）（契約額：993,600 円） 

３ 高性能フィルター交換修繕（２階、３階、４階南）（契約額：903,960 円） 

監査対象団体 社会福祉法人埼玉県社会福祉事業団 

所管部局 福祉部 

監査実施日 
職員調査 平成３０年 ９月１２日 

委員監査 平成３０年１０月２５日 

財政的援助等

の内容 

公の施設の指定管理業務委託料  

 嵐山郷                    ４５０，２８８，０００円   

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 

監査対象団体 社会福祉法人埼玉県社会福祉事業団 

所管部局 福祉部 

監査実施日 
職員調査 平成３０年１１月 ９日 

委員監査 平成３０年１１月２２日(書面） 

財政的援助等

の内容 

公の施設の指定管理業務委託料  

 埼玉県障害者交流センター         ３０２，０７３，０００円   

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 

監査対象団体 株式会社馬渕商事 

所管部局 福祉部 

監査実施日 
職員調査 平成３０年１０月１９日 

委員監査 平成３０年１２月 ７日(書面） 

財政的援助等

の内容 

公の施設の指定管理業務委託料 

 埼玉県伊豆潮風館             １０７，０００，０００円   

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 



 

 

 

 

 

 

監査対象団体 秩父開発機構・西武造園グループ 

所管部局 都市整備部 

監査実施日 
職員調査 平成３０年１２月２０日 

委員監査 平成３１年 ２月１２日(書面） 

財政的援助等

の内容 

公の施設の指定管理業務委託料 

 秩父公園                    １７７，９４２，０００円   

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 

 

監査対象団体 埼玉県公園緑地協会・シンコースポーツグループ 

所管部局 保健医療部 

監査実施日 
職員調査 平成３０年 ９月２７日 

委員監査 平成３０年１２月１３日 

財政的援助等

の内容 

公の施設の指定管理業務委託料  

 県民健康福祉村                 １５１，２３３，０００円   

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 

監査対象団体 公益社団法人埼玉県農林公社 

所管部局 農林部 

監査実施日 
職員調査 平成３１年 １月１７日 

委員監査 平成３１年 ２月１９日(書面） 

財政的援助等

の内容 

公の施設の指定管理業務委託料 

 埼玉県農林公園                  ７９，４７７，０００円   

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 

監査対象団体 公益財団法人埼玉県公園緑地協会 

所管部局 都市整備部 

監査実施日 
職員調査 平成３０年１１月１２日 

委員監査 平成３０年１１月２２日(書面） 

財政的援助等

の内容 

公の施設の指定管理業務委託料 

 羽生水郷公園                   １５１，１３５，０００円  

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 

監査対象団体 所沢航空記念公園マネジメントネットワーク 

所管部局 都市整備部 

監査実施日 
職員調査 平成３０年 ９月１３日 

委員監査 平成３０年１１月１５日 

財政的援助等

の内容 

公の施設の指定管理業務委託料  

  所沢航空記念公園               ３３３，４８０，０００円   

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 



 

 

監査対象団体 公益財団法人埼玉県公園緑地協会 

所管部局 都市整備部 

監査実施日 
職員調査 平成３０年１０月２５日 

委員監査 平成３０年１２月１３日 

財政的援助等

の内容 

公の施設の指定管理業務委託料 

 埼玉スタジアム２００２公園            ３０５，４２１，０００円   

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 

 

監査対象団体 埼玉県公園緑地協会・埼玉県造園業協会グループ 

所管部局 都市整備部 

監査実施日 
職員調査 平成３０年１１月１６日 

委員監査 平成３１年 １月 ９日(書面） 

財政的援助等

の内容 

公の施設の指定管理業務委託料 

 大宮第二公園及び第三公園           ６８，１７０，０００円   

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 

 

監査対象団体 オーエンス・アイルグループ 

所管部局 教育局 

監査実施日 
職員調査 平成３１年 １月２４日 

委員監査 平成３１年 ２月２７日(書面） 

財政的援助等

の内容 

公の施設の指定管理業務委託料 

 小川げんきプラザ                 ８５，４１９，０００円   

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 

 

監査対象団体 株式会社東急コミュニティー 

所管部局 教育局 

監査実施日 
職員調査 平成３１年 １月２２日 

委員監査 平成３１年 ３月 ４日(書面） 

財政的援助等

の内容 

公の施設の指定管理業務委託料 

 神川げんきプラザ                ８１，２５３，０００円   

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 

 

監査対象団体 公益財団法人けやき文化財団 

所管部局 教育局 

監査実施日 
職員調査 平成３１年 １月１１日 

委員監査 平成３１年 ２月２２日(書面） 

財政的援助等

の内容 

公の施設の指定管理業務委託料 

 さいたま文学館                              ９８，８３１，０００円   

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 

 



 

 

監査対象団体 株式会社乃村工藝社 

所管部局 教育局 

監査実施日 
職員調査 平成３０年１１月３０日 

委員監査 平成３１年 １月２３日(書面） 

財政的援助等

の内容 

公の施設の指定管理業務委託料 

  川の博物館                 ２３４，０１７，０００円   

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 

 

（３）補助金等交付団体 

監査対象団体 学校法人戸田東幼稚園（戸田東幼稚園、戸田東第二幼稚園） 

所管部局 総務部 

監査実施日 
職員調査 平成３１年 ２月 ７日 

委員監査 平成３１年 ３月 ６日(書面） 

財政的援助等

の内容 

（戸田東幼稚園、戸田東第二幼稚園） 

１ 私立学校（幼稚園）運営費補助金       １０８，２１２，０００円  

２ 私立幼稚園等特別支援教育費補助金       ６，２７２，０００円  

３ 私立幼稚園保育料軽減事業補助金          １５６，８００円  

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 

 

監査対象団体 学校法人山口学園（川越ひばり幼稚園、川越第二ひばり幼稚園、川鶴ひばり幼稚園） 

所管部局 総務部 

監査実施日 
職員調査 平成３１年 ２月１３日 

委員監査 平成３１年 ３月１２日(書面） 

財政的援助等

の内容 

（川越ひばり幼稚園、川越第二ひばり幼稚園、川鶴ひばり幼稚園） 

１ 私立学校（幼稚園）運営費補助金       １３４，８２４，０００円  

２ 私立幼稚園等特別支援教育費補助金       ４，７０４，０００円  

３ 私立幼稚園等緊急環境整備費補助金         ２２８，０００円  

４ 私立幼稚園保育料軽減事業補助金           ７９，０００円  

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 

 

監査対象団体 社会福祉法人狭山福祉会（軽費老人ホーム柏苑） 

所管部局 福祉部 

監査実施日 
職員調査 平成３１年 １月３１日 

委員監査 平成３１年 ２月１４日(書面） 

財政的援助等

の内容 

（軽費老人ホーム柏苑） 

１ 軽費老人ホームのサービスの提供に要する費用補助金 

                       ６２，３５１，９２０円  

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 

 

 

 



 

 

監査対象団体 社会福祉法人武蔵野ユートピアダイアナクラブ（武蔵野ユートピアダイアナクラブ） 

所管部局 福祉部 

監査実施日 
職員調査 平成３１年 １月１８日 

委員監査 平成３１年 ２月１５日(書面） 

財政的援助等

の内容 

（軽費老人ホーム武蔵野ユートピアダイアナクラブ） 

１ 軽費老人ホームのサービスの提供に要する費用補助金 

                       ６１，８１７，４７２円  

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 

 

監査対象団体 社会福祉法人柏樹会（ケアハウスシャローム） 

所管部局 福祉部 

監査実施日 
職員調査 平成３１年 １月２３日 

委員監査 平成３１年 ２月 １日(書面） 

財政的援助等

の内容 

（ケアハウスシャローム） 

１ 軽費老人ホームのサービスの提供に要する費用補助金 

                       ３０，６２９，０９２円  

２ 独立行政法人福祉医療機構借入金利子補助金     ２６７，７５０円  

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 

 

監査対象団体 埼玉県商工会連合会 

所管部局 産業労働部 

監査実施日 
職員調査 平成３１年 １月２９日 

委員監査 平成３１年 ２月１５日(書面） 

財政的援助等

の内容 

（埼玉県商工会連合会） 

１ 小規模事業経営支援事業費補助金      １３６，３５８，０００円  

２ 広域指導推進事業費補助金          ３９，１６５，９７７円  

３ 埼玉県商工団体補助金             ３，３６０，０００円  

４ 経営支援等専門家派遣事業補助金        ２，２９５，０００円  

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 

 

監査対象団体 熊谷商工会議所 

所管部局 産業労働部 

監査実施日 
職員調査 平成３１年 ２月 ６日 

委員監査 平成３１年 ２月１９日(書面） 

財政的援助等

の内容 

（熊谷商工会議所） 

１ 小規模事業経営支援事業費補助金       ５４，６０１，６００円  

２ 中小企業経営力向上事業補助金           ５１０，８００円  

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 

 

 

 



 

 

監査対象団体 狭山商工会議所 

所管部局 産業労働部 

監査実施日 
職員調査 平成３１年 １月３０日 

委員監査 平成３１年 ２月２０日(書面） 

財政的援助等

の内容 

（狭山商工会議所） 

１ 小規模事業経営支援事業費補助金       ３６，５２７，１１６円  

２ 中小企業経営力向上事業補助金           ３６０，０００円  

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 

 

監査対象団体 加須市商工会 

所管部局 産業労働部 

監査実施日 
職員調査 平成３１年 ２月 １日 

委員監査 平成３１年 ３月 ４日(書面） 

財政的援助等

の内容 

（加須市商工会） 

１ 小規模事業経営支援事業費補助金       ７０，８９１，０００円  

２ 中小企業経営力向上事業補助金           ８９６，０９９円  

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 

 

監査対象団体 三郷市商工会 

所管部局 産業労働部 

監査実施日 
職員調査 平成３０年１２月１３日 

委員監査 平成３０年１２月２８日(書面） 

財政的援助等

の内容 

（三郷市商工会） 

１ 小規模事業経営支援事業費補助金       ４８，３１７，０００円  

２ 中小企業経営力向上事業補助金           ３３０，７７０円  

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 

 

監査対象団体 新座市商工会 

所管部局 産業労働部 

監査実施日 
職員調査 平成３１年 １月２５日 

委員監査 平成３１年 ２月２７日(書面） 

財政的援助等

の内容 

（新座市商工会） 

１ 小規模事業経営支援事業費補助金       ４３，４９２，０００円  

２ 中小企業経営力向上事業補助金           ７２０，０００円  

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 

 

 

 

 

 

 



 

 

監査対象団体 八潮市商工会 

所管部局 産業労働部 

監査実施日 
職員調査 平成３１年 １月１６日 

委員監査 平成３１年 １月２８日(書面） 

財政的援助等

の内容 

（八潮市商工会） 

１ 小規模事業経営支援事業費補助金       ４１，２０３，０００円  

２ 中小企業経営力向上事業補助金           ２４３，２６０円  

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 

 

監査対象団体 鳩ヶ谷商工会 

所管部局 産業労働部 

監査実施日 
職員調査 平成３０年１２月１７日 

委員監査 平成３１年 ２月 ８日(書面） 

財政的援助等

の内容 

（鳩ヶ谷商工会） 

１ 小規模事業経営支援事業費補助金       ３６，２２２，０００円  

２ 中小企業経営力向上事業補助金           ５０７，５９７円  

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 

 

監査対象団体 桶川市商工会 

所管部局 産業労働部 

監査実施日 
職員調査 平成３１年 １月２１日 

委員監査 平成３１年 ２月１４日(書面） 

財政的援助等

の内容 

（桶川市商工会） 

１ 小規模事業経営支援事業費補助金       ３２，２７４，６６０円  

２ 中小企業経営力向上事業補助金           ５００，０００円  

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 

 

監査対象団体 白岡市商工会 

所管部局 産業労働部 

監査実施日 
職員調査 平成３１年 ２月１８日 

委員監査 平成３１年 ３月 ６日(書面） 

財政的援助等

の内容 

（白岡市商工会） 

１ 小規模事業経営支援事業費補助金       ３２，３３３，０００円  

２ 中小企業経営力向上事業補助金           １６４，７５０円  

監査の結果 

【注意事項】 

 平成29年度の小規模事業者経営基盤強化事業（提案型）「みんなの街バルイベン

ト『みんなの白バル』」の「ホームページ・チラシ制作業務請負契約（1,328,940

円）」について、庶務規程に基づき２者による見積合わせを実施したが、見積書の

記載金額と異なる金額で契約書を締結したことは不適切であった。 

 

 

 



 

 

監査対象団体 一般社団法人埼玉県物産観光協会 

所管部局 産業労働部 

監査実施日 
職員調査 平成３１年 ２月２１日 

委員監査 平成３１年 ３月 ６日(書面） 

財政的援助等

の内容 

（埼玉県物産観光協会） 

１ 埼玉県物産ブランド確立支援事業補助金    ４９，６７１，０００円  

２ 埼玉県物産観光振興費補助金         ２９，９３７，０００円  

３ 埼玉県物産観光協会振興費補助金        ２，２８０，０００円 

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 
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